
小
普請
の
軍
事
的
再
編
と
静
岡
藩
勤
番
組
へ
の
帰
着
　
　
　
　
　
樋
口
雄
彦

旨
6
習
巨
§
P
o
虞
5
§
o
目
亀
夢
o
．
。
曽
ひ
5
匡
昌
ヌ
§
ユ
日
6
曽
目
】
臣
o
昌
o
『
白
6
ロ
ゆ
庁
ぎ
o
『
O
o
日
巴
目
ピ
．
．
昏
ず
§
管
巳
、
、

はじ
め
に
0小
普請
か
ら
軍
艦
奉
行
支
配
紐
・
海
軍
奉
行
並
支
配
組
へ

②御
留
守
居
支
配
組
へ
の
改
編
と
不
勤
者
教
育
計
画

③
御用
人
支
配
組
と
駿
河
移
住
者
の
選
別

④
勤番
組
と
更
番
組

⑤
陸
軍
生
育
方
と
勤
番
組

⑥
勤番
組
の
廃
止
と
戸
籍
区

お
わり
に

［論
文
要旨］

　
近
代
化を
目
指
し
幕
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
軍
制
改
革
は
維
新
に
よ
り
頓
挫
す
る
が
、
あ
る
部
分
に
つ
い
て
　
そ
の
ね
ら
い
は
、
無
役
・
非
勤
者
を
再
教
育
・
再
訓
練
し
、
そ
の
中
か
ら
で
き
る
だ
け
実
戦
に
役
立
つ
人
材
を
確

は
後
身
で
あ
る
静
岡
藩
に
継
承
さ
れ
た
。
士
官
教
育
の
た
め
の
学
校
設
立
と
い
う
課
題
が
、
沼
津
兵
学
校
と
し
て
　
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
鳥
羽
・
伏
見
敗
戦
後
か
ら
駿
河
移
住
ま
で
の
間
は
、
軍
事
目
的
と
い
う
よ
り

静岡
藩
で
結
実
し
た
の
は
、
ま
さ
に
幕
府
軍
制
改
革
の
延
長
上
に
生
ま
れ
た
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
軍
制
　
も
徳
川
家
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
の
小
普
請
に
加
え
、
廃
止
さ
れ
た
役
職
か

の

みな
ら
ず
家
臣
団
そ
の
も
の
の
大
規
模
な
再
編
を
伴
っ
た
新
藩
の
誕
生
は
、
幕
府
が
最
後
ま
で
解
決
で
き
な
　
ら
の
膨
大
な
転
入
者
の
受
け
皿
に
な
っ
た
ほ
か
、
逆
に
朝
臣
に
な
る
者
や
帰
農
・
帰
商
を
希
望
す
る
者
を
切
り
離

か
っ
た
大
き
な
矛
盾
で
あ
る
寄
合
・
小
普
請
と
い
う
無
役
の
旗
本
・
御
家
人
の
整
理
を
前
提
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
　
す
た
め
の
作
業
も
こ
の
部
署
が
行
っ
た
。

な
ら
な
か
っ
た
。
静
岡
藩
の
当
初
の
目
論
見
は
、
家
臣
数
を
五
〇
〇
〇
人
程
度
に
ス
リ
ム
化
し
、
な
お
か
つ
兵
士
　
　
こ
の
よ
う
な
系
譜
の
上
に
で
き
あ
が
っ
た
静
岡
藩
の
勤
番
組
は
、
決
し
て
か
つ
て
の
寄
合
・
小
普
請
制
度
で
は

は

土着
・
自
活
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
必
要
な
人
材
だ
け
を
精
選
し
家
臣
と
し
て
残
す
と
い
　
な
か
っ
た
。
勤
番
組
に
は
旧
高
三
〇
〇
〇
石
以
上
の
一
等
、
御
目
見
以
上
の
二
等
、
以
下
の
三
等
と
い
っ
た
等
級

う
、
新
藩
に
と
っ
て
の
み
都
合
の
よ
い
改
革
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
無
禄
覚
悟
の
移
住
希
望
者
が
多
く
、
が
設
け
ら
れ
、
支
給
さ
れ
る
扶
持
米
も
旧
高
に
対
応
し
多
寡
が
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
上
に
大
き
く
下
に
小
さ
く

家
臣
数
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
移
住
者
全
員
に
最
低
限
の
扶
持
米
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
勤
番
組
　
削
ら
れ
た
結
果
、
全
体
と
し
て
は
低
レ
ベ
ル
で
平
準
化
さ
れ
て
い
た
。
藩
の
官
僚
制
度
は
役
職
と
そ
れ
に
対
応
し

と
い
う
名
の
新
た
な
無
役
者
集
団
が
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
俸
金
に
も
と
つ
く
序
列
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
幕
府
時
代
の
身
分
・
格
式
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
形
に
な
っ
て

　
静岡
藩
の
勤
番
組
は
幕
府
時
代
の
寄
合
・
小
普
請
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
す
　
　
い
た
。

で
に

幕末
段
階
に
お
い
て
寄
合
・
小
普
請
制
度
に
は
数
次
に
わ
た
り
改
革
の
手
が
加
え
ら
れ
、
変
化
が
生
じ
て
い
　
　
負
の
遺
産
た
る
無
役
家
臣
集
団
は
、
静
岡
藩
で
も
温
存
さ
れ
た
が
、
在
勤
（
役
職
者
）
と
非
勤
（
無
役
者
）
と

た
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
一
人
の
旗
本
が
残
し
た
史
料
に
よ
っ
た
た
め
、
彼
の
履
歴
に
沿
っ
て
具
体
的
に
言
え
　
　
い
う
二
分
は
、
幕
府
時
代
に
比
べ
る
と
よ
り
流
動
性
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
能
力
さ
え
あ
れ

ば
、
小
普
請
支
配
組
↓
軍
艦
奉
行
支
配
組
↓
海
軍
奉
行
並
支
配
組
↓
留
守
居
支
配
組
↓
御
用
人
支
配
組
と
い
っ
た
　
ば
職
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
文
武
の
学
校
（
静
岡
学
問
所
・
沼
津
兵
学
校
）
へ
の
進
学
が
保
証
し
た

流
れ
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
と
は
違
う
小
普
請
の
そ
の
後
の
コ
ー
ス
に
は
、
講
武
所
奉
行
支
配
組
、
陸
軍
奉
行
　
　
か
ら
で
あ
る
。
勤
番
組
と
い
う
処
遇
は
、
原
理
上
、
越
え
ら
れ
な
い
壁
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
藩
が

並
支
配
組な
ど
が
あ
っ
た
。
静
岡
藩
勤
番
組
は
こ
の
よ
う
な
過
程
の
果
て
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
存
続
し
た
わ
ず
か
な
期
間
で
は
そ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
。

　
小
普請
改
編
は
、
文
久
期
の
陸
海
軍
創
設
か
ら
幕
府
瓦
解
前
ま
で
は
、
軍
備
拡
張
の
↓
環
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。

3
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は
じ
め
に

　
徳

川
幕
府
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
軍
制
改
革
は
、
維
新
を
は
さ
み
断
絶
す
る
面
は

あ
っ
た
も
の
の
、
静
岡
藩
の
中
に
部
分
的
に
継
承
さ
れ
た
。
そ
の
精
華
と
も
い
う
べ

き
も
の
が
沼
津
兵
学
校
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
陸
軍
士
官
の
養
成
と
い
う
機
能
は
、

大
規
模

に
進
め
ら
れ
た
幕
末
期
の
改
革
が
目
指
し
た
も
の
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
す
ぎ

な
い
。
幕
府
が
や
り
か
け
た
軍
制
改
革
は
、
家
臣
団
の
全
面
的
再
編
成
を
要
請
し
つ

つ

、
静
岡
藩
ヘ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で

は
、
寄
合
・
小
普
請
と
い
う
無
役
の
旗
本
・
御
家
人
集
団
と
、
そ
の
系
譜

を
引
く
静
岡
藩
に
お
け
る
無
役
者
の
組
織
で
あ
る
勤
番
組
と
に
焦
点
を
あ
て
、
両
者

の

関
係
性
を
確
認
し
た
上
で
、
幕
府
の
軍
制
近
代
化
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
存
在

を
、
静
岡
藩
が
ど
の
よ
う
に
整
理
し
受
け
入
れ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
こ
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
に
格
好
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
た
。
表
1
に
年
譜
を

示

し
た
ご
と
く
、
幕
府
小
普
請
か
ら
静
岡
藩
勤
番
組
へ
と
い
う
足
取
り
を
た
ど
っ
た

旗
本
平
野
雄
三
郎
（
勝
禮
）
が
書
き
残
し
た
文
書
で
あ
る
。
平
野
家
文
書
に
は
、
こ

れ

ま
で
知
ら
れ
て
い
た
史
料
・
文
献
に
は
な
い
も
の
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
そ
の
紹

介
を
兼
ね
な
が
ら
書
き
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

0
小
普
請
か
ら
軍
艦
奉
行
支
配
組
・
海
軍
奉
行
並
支
配
組
へ

　
雄
三
郎
の
平
野
家
は
、
安
房
里
見
家
の
旧
臣
か
ら
徳
川
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
、

高
四
〇
〇
俵
の
旗
本
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
九
代
目
に
あ
た
る
。
祖
父
も
父
も
大
番
を

つ

と
め
た
。
三
男
の
雄
三
郎
は
、
二
人
の
兄
信
太
郎
定
中
・
庸
次
郎
勝
巳
の
死
に
よ

り
家
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
父
与
左
衛
門
定
恒
は
和
歌
を
嗜
む
文
人
で
あ
っ
た
が
、

雄
三
郎
は
幕
末
の
動
乱
に
よ
り
父
の
平
穏
な
生
涯
と
は
か
な
り
違
う
道
を
歩
む
。
文

久
の
軍
制
改
革
は
、
彼
の
身
の
上
に
及
ん
だ
そ
の
第
一
波
で
あ
っ
た
。

平野勝禮（雄三郎）の履歴表1

年　月　日 履　　　歴

天保12年11月5日 学問所素読吟味

天保13年4月22日 惣領となる

弘化元年12月晦日 父跡式、小普請組近藤織部支配

弘化2年12月12日 堀田主税支配

弘化3年4月28日 土岐信濃守支配

嘉永元年9月21日 御目見

嘉永3年正月11日 酒井内蔵助支配

嘉永7年正月28日 小笠原順三郎支配

万延元年3月28日 初鹿野河内守支配

文久元年12月8日 御軍艦操練所稽古を命じられる

文久2年閏8月12日 御軍艦奉行支配

文久2年12月28日 相支配中世話取扱

慶応2年8月5日 海軍奉行並支配世話取扱

慶応2年10月10日 海軍奉行並支配組頭

慶応3年7月17日 川御船御解船御払之御用取扱

慶応3年10月23日 御留守居支配組頭

慶応4年6月4日 御用人支配組頭と唱替

慶応4年8月14日 朝臣願等之儀取調骨折につき時服拝領

明治元年12月25日 勤番組頭取と唱替

明治2年正月13日 更番組頭取

明治2年2月5日 沼津奉行支配調役

明治2年9月28日 廃止につき沼津勤番組之頭附属

明治2年11月2日 沼津勤番組之頭支配世話役

明治4年2月24日 沼津勤番組之頭支配世話役頭取

明治5年正月25日 廃止につき差免

　
初
鹿
野
河
内
守
の
下
で
小
普
請
支
配
に
属
し
た
雄
三
郎
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
　
＝
月
調
練
掛
を
命
じ
ら
れ
、
翌
↓
二
月
に
は
軍
艦
操
練
所
で
の
稽
古
が
下
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

さ
れ
、
小
普
請
役
金
を
免
除
さ
れ
た
。
こ
の
年
彼
は
三
五
歳
で
あ
る
。
実
は
雄
三
郎

は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
九
月
四
日
、
弟
定
四
郎
勝
之
と
と
も
に
江
川
坦
庵
（
太

郎
左
衛
門
英
龍
）
に
入
門
、
高
島
流
砲
術
を
学
ん
で
お
り
、
す
で
に
洋
式
調
練
の
洗

　
　
　
　
　
　
（
3
）

礼
を
受
け
て
い
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
閏
八
月
軍
艦
奉
行
支
配
と
な
り
、
同

年
一
二
月
に
は
軍
艦
奉
行
支
配
世
話
取
扱
に
進
ん
だ
。
こ
の
時
新
設
さ
れ
た
軍
艦
奉

行
支
配
組
は
、
小
普
請
支
配
の
者
（
旗
本
）
一
九
五
名
、
小
普
請
組
の
者
（
御
家
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

三

〇
名
、
計
二
六
六
名
か
ら
成
り
、
無
役
の
者
た
ち
に
訓
練
を
ほ
ど
こ
し
、
幕
府
の

軍
事
力
強
化
に
多
少
な
り
と
も
役
立
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
雄
三
郎
以
外

に
支
配
世
話
取
扱
は
成
瀬
瀧
右
衛
門
・
戸
田
又
兵
衛
・
久
保
音
次
郎
、
世
話
役
は
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

崎
登
作
・
中
村
内
蔵
助
と
い
う
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
四
月
一
日
付
で
支
配
世
話
取
扱
に
あ
て
た
達
に
よ
れ
ば
、

軍
艦
奉
行
支
配
組
は
、
非
常
時
に
は
浜
船
見
番
所
・
石
川
島
造
船
場
・
霊
岸
島
船
見
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書
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遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

汀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
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樋口雄彦［小普請の軍事的再編と静岡藩勤番組への帰着］

番
所
・
北
新
堀
船
見
番
所
・
新
田
島
御
船
蔵
・
万
年
橋
御
船
蔵
・
深
川
安
宅
御
船
蔵

の
七

箇
所
を
警
衛
す
る
こ
と
が
任
務
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
。
雄
三
郎
の
受
持
ち

は

北
新
堀
と
新
田
島
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
艦
奉
行
支
配
組
に
は
、
ー
以
下
の
よ
う
な
訓

練
・
教
育
が
課
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
御
軍
艦
奉
行
支
配
組
之
者
御
用
稽
古
心
得
方
　
　
　
（
朱
書
）
「
平
野
控
」

　
　
　
　
　
生
年
弐
拾
歳
以
上
之
者

　
　
　
　
　
　
学
科

　
　
一
蒸
気
機
関
学

　
　
　
海
上
砲
術
学

　
　
　
船
具
運
用
学

　
　
右
稽
古
日
者
一
六
三
八
五
十
と
相
定
候
二
付
、
其
余
二
七
四
九
之
日
者
算
術
稽

　
　
古
二
出
席
可
致
候
事

　
　
一
造
船
学

　
　
　
測
量
学

　
　
右
稽
古
日
者
二
七
四
九
と
相
定
候
二
付
、
造
船
学
之
者
者
五
十
之
日
算
術
稽
古

　
　
二
出
席
致
し
一
六
三
八
之
日
究
理
学
稽
古
二
出
席
可
致
候
、
尤
測
量
学
之
者
者

　
　
初
発
算
術
井
究
理
学
二
而
己
出
席
致
し
算
術
稽
古
凡
出
来
候
上
、
二
七
四
九
二

　
　
測
量
学
稽
古
可
致
事

　
　
　
　
　
生
年
拾
九
歳
以
下
之
者
学
事

　
　
一
算
術
学

　
　
右
稽
古
日
者
二
七
四
九
五
十
と
相
定
候
事

　
　
一
究
理
学

　
　
右
稽
古
日
者
一
六
三
八
と
相
定
候
二
付
、
算
術
究
理
学
之
二
科
可
也
出
来
候
上

　
　
者
年
齢
二
不
拘
他
之
諸
学
科
を
稽
古
可
致
事

　
　
　
但
生
年
拾
五
歳
以
下
之
者
者
算
術
稽
古
而
己
二
七
四
九
五
十
ノ
日
之
内
十
二

　
　
　
日
丈
ケ
出
席
致
し
、
其
余
者
学
問
手
跡
武
芸
等
精
入
修
行
可
致
候
事

　
　
一
大
小
砲
術
打
調
練

　
　
右
稽
古
日
者
三
八
と
相
定
候
事

　
　
一
御
船
運
転
稽
古
日
を
九
ノ
日
と
相
定
候
二
付
、
教
授
致
し
候
者
之
差
図
次
第

　
　
　
人
数
取
極
相
達
候
ハ
・
当
日
六
ツ
時
迄
二
御
軍
艦
所
江
相
揃
、
夫
δ
御
船
江

　
　
　

罷
越
、
実
地
修
行
可
致
候
事

　
　
　
　
但

同
日
差
支
有
之
御
船
運
転
無
之
候
者
御
船
迄
罷
越
帆
前
調
練
等
修
行
可

　
　
　
致
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
右
之
通

り
当
十
月
十
一
日
6
稽
古
相
定
候
事

　

し
か
し
、
軍
艦
奉
行
支
配
組
に
編
入
さ
れ
た
小
普
請
の
中
に
は
、
「
海
軍
術
稽
古

無
精
」
の
者
が
い
て
、
ほ
か
の
者
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
で
あ
る
の
で
、
そ
の

よ
う
な
者
に
つ
い
て
は
簡
便
な
判
断
・
手
続
き
に
よ
っ
て
小
普
請
支
配
組
へ
差
し
戻

し
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
伺
書
が
、
文
久
三
年
九
月
二
九
日
付
で
軍
艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

奉
行
か

ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。
落
ち
こ
ぼ
れ
の
存
在
が
当
局
者
を
悩
ま
せ
た
の
で
あ

る
。
雄
三
郎
は
、
支
配
世
話
取
扱
と
し
て
、
同
僚
三
人
と
と
も
に
約
二
〇
〇
人
を
傘

下

に
置
き
（
つ
ま
り
一
人
の
担
当
は
約
五
〇
人
）
、
「
日
々
築
地
御
軍
艦
所
へ
出
勤
」

し
、
配
下
の
者
た
ち
の
「
海
軍
術
稽
古
勤
惰
改
方
」
、
す
な
わ
ち
管
理
・
監
督
の
任

　
　
　
　
（
9
）

に
あ
た
っ
た
。

　
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
、
軍
制
改
革
の
第
二
波
が
及
ぶ
。
八
月
五
日
、
雄
三
郎

の

役
名
は
海
軍
奉
行
並
支
配
世
話
取
扱
と
変
わ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
軍
艦
奉

行
支
配
組
が
改
称
し
、
所
属
替
え
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
海
軍
奉
行
並
支
配
組
に

は
、
小
普
請
支
配
組
の
一
部
も
新
た
に
加
わ
っ
た
。
つ
ま
り
、
小
普
請
支
配
組
は
廃

止

と
な
り
、
二
分
さ
れ
て
、
海
軍
奉
行
並
支
配
組
と
陸
軍
奉
行
並
支
配
組
と
に
編
入

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
普
請
組
の
う
ち
五
〇
俵
以
下
の
微
禄
の
士
は
、
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

持
小
筒
組
並
・
同
勤
方
（
後
の
撒
兵
）
に
さ
れ
た
。
八
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
行
わ

れ

た
こ
の
改
革
は
、
幕
府
の
古
い
軍
事
関
係
諸
局
と
家
政
関
係
諸
局
に
対
す
る
大
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

模
な
淘
汰
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　
一
足
先
に
海
軍
関
係
の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
雄
三
郎
ら
は
、
後

か

ら
加
わ
っ
て
き
た
元
小
普
請
の
者
た
ち
を
仲
間
に
迎
え
入
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
新

5
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入
者

は
、
石
川
（
又
四
郎
）
・
高
力
（
直
三
郎
）
の
二
支
配
の
下
に
い
た
小
普
請
支

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

配
組
の

面
々
だ
っ
た
。
一
〇
月
一
〇
日
、
雄
三
郎
は
、
御
右
筆
部
屋
縁
頬
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

老
中
列
座
の
中
辞
令
を
受
け
、
海
軍
奉
行
並
支
配
組
頭
に
進
ん
だ
。
表
2
は
、
雄
三

郎
が
支
配
組
頭

に
昇
進
す
る
前
の
海
軍
奉
行
並
支
配
組
の
役
職
者
一
覧
で
あ
る
。
四

名
の
支
配
組
頭
の
下
に
、
世
話
取
扱
二
二
名
、
世
話
役
＝
二
名
、
金
集
手
伝
な
ど
が

置
か
れ
て
い
る
。
軍
艦
奉
行
支
配
組
時
代
に
比
べ
、
配
下
の
総
人
数
も
一
気
に
膨
れ

上
が
っ

た
。
支
配
組
の
役
職
者
の
定
員
は
、
繁
劇
と
な
っ
た
仕
事
量
に
追
い
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

い
も
の
だ
っ
た
。
一
二
月
海
軍
奉
行
並
は
、
「
支
配
組
役
々
定
員
之
儀
相
伺
候
書
付
」

表2　慶応2年8～10月時点　海軍奉行並支配組の役職者

職　名 人数 氏　　　　　　名（高）

支配組頭 4 庄司主水（400俵）・石川壮次郎（200俵）・依田五郎八郎（200石）・長谷川義助

世話取扱 22

平野雄三郎（400俵）・伊佐新次郎（200俵）・戸田又兵衛（300俵）・久保音次

郎（250俵）・岩田吉左衛門（150俵4人扶持）・曽根内膳（150俵）・阿部三右

衛門・星田作太郎（200俵）・武島清左衛門（200俵）・日根野権之助（300俵）・

間宮力太郎（200俵）・内藤七郎右衛門（300俵）・矢島鉄之助・鳥居大内蔵（300

俵）・桜井友二郎（300俵）・中西弥右衛門（300俵）・野々山大次郎（300石）・

仁科五郎左衛門（200俵）・夏目当三郎（200俵）・夏目鹿次郎（300石）・松永

助三郎・小林小膳（425石）

出　　役 11

山崎十万十郎（80石）・石原厳之丞（350俵）・鎮目半次郎（500石）・長田幸

之進（200俵）・岡本良右衛門（70俵5人扶持）・西郷清一郎（110俵3人扶持）・

川奈銭太郎（500石）・森川義之助（467俵）・松平練太郎（300俵）・山本鉱太

郎（200俵）・三島平九郎（100俵）

重立肝煎 14

榊原益太郎（80石）・春日邦三郎（850石）・渡辺武之輔（300俵）・下山半之

助（300俵）・平岡与右衛門（500石）・稲生政次郎（500石）・戸田平右衛門（400

石）・兼松鋏太郎（300俵）・佐橋兵橘（275石）・木村久次郎（200石）・富永

直太郎・矢部平太郎（30俵2人扶持）・浅井禄太郎（15俵1人扶持）・島村鍬

太郎（30俵2人扶持）

世話役 13

御崎愛作（50俵3人扶持）・中村内蔵助（30俵2人扶持）・大草補助（50俵）・

広田銭太郎（50俵）・大西三之助（100俵5人扶持）・福村金右衛門（50俵）・

宅間与左衛門（50俵）・神谷栄之助（50俵）・川瀬幸三（50俵）・長島田多蔵

（50俵）・朝夷瀧三郎（50石余）・栗山詮之丞（50俵）・大久保孫市（50俵）

金集手伝 12

貴志錦次郎（30俵2人扶持）・冬木錫之助（30俵2人扶持）・原鉄之助（30俵

2人扶持）・山田勢左衛門（20俵2人扶持）・宇野銑太郎（70俵3人扶持）・

矢村愛太郎（15俵1人扶持）・近藤猪三郎（12俵2人扶持）・宿岡貞之丞（15

俵1人半扶持）・下山一良太郎（100俵5人扶持）・岩瀬元吉（20俵2人扶持）・

今江勝禄（70俵5人扶持）・吉見精一郎（80石3人扶持）

平野家文書B－32「（海軍奉行支配関係達・人名書上）」より作成

を
提
出
し
、
「
無
用
之
仕
来
者
悉
く
廃
し
諸
御
用
向
簡
便
を
主
」
と
す
べ
し
と
の
改

革
の
趣
旨
に
も
合
致
し
な
が
ら
漸
減
方
針
を
取
り
、
事
務
量
に
対
応
で
き
る
だ
け
の

定
員
の
確
保
も
求
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
支
配
組
頭
は
四
名
、
支
配
世
話
取

扱

は
一
二
名
、
海
軍
所
稽
古
人
世
話
出
役
一
五
名
、
世
話
役
一
〇
名
と
し
、
支
配
重

立
肝
煎
・
組
金
集
手
伝
・
組
重
立
肝
煎
は
廃
止
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
以
下
の
史
料
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
か
ら
一
〇
月
の
間
に
、

海
軍
奉
行
並
支
配
世
話
取
扱
か
ら
支
配
組
頭
あ
て
に
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
願
書
で

あ
り
、
や
は
り
役
員
の
定
員
を
め
ぐ
る
混
乱
ぶ
り
を
伝
え
る
。

　
　
此
程
私
共
一
同
以
連
印
相
願
候
書
面
之
趣
者
陸
軍
之
方
同
勤
共
定
員
も
未
タ
御

　
　
取
極
二
不
相
成
候
二
付
、
先
其
侭
御
預
置
被
下
候
旨
御
沙
汰
二
付
一
同
当
惑
仕
、

　
　
猶
又
熟
評
之
上
再
応
申
上
候
、
抑
昨
寅
八
月
中
在
来
同
勤
共
四
人
之
処
江
小
普

　
　
請
組
支
配
御
廃
止
之
節
、
右
6
同
勤
共
拾
四
人
割
入
罷
成
、
都
合
同
勤
拾
八
人

　
　
二

相
成
候
処
、
其
後
講
武
所
奉
行
支
配
御
廃
止
之
醐
、
尚
又
同
勤
三
人
割
入
、

　
　
右
三
人

者
過
人
と
被
仰
渡
候
儀
二
御
座
候
得
者
当
御
役
所
同
勤
共
之
定
員
拾
八

　
　
人
と
相
心
得
可
然
儀
と
奉
存
候
、
然
ル
処
其
後
追
々
同
勤
之
内
退
勤
仕
候
者
も

　
　
御
座
候
得
共
未
タ
其
侭
二
相
成
居
、
跡
同
勤
未
被
　
仰
付
、
其
上
御
支
配
向
者

次
第
二
多
人
数
相
成
候
儀
二
而
何
分
難
手
廻
奉
存
候
、
縦
令
如
何
様
二
人
数
多

こ
て

も
可
也
取
締
等
も
相
立
万
事
格
別
之
不
都
合
等
無
御
座
候
得
者
申
合
一
同

相
励
ミ
精
勤
可
仕
者
勿
論
之
儀
二
御
座
候
得
共
、
当
時
之
姿
二
而
同
勤
共
減
切

相
成
居
候
而
者
是
非
頬
々
多
人
数
二
相
成
候
而
己
二
而
臨
時
之
儀
者
扱
置
平
日

一
通

り
之
通
達
事
二
而
も
廻
状
数
通
触
二
無
之
候
而
者
行
届
不
申
、
諸
願
諸
御

届
等
之
案
文
認
遣
し
又
者
夫
々
書
類
等
加
筆
致
遣
し
候
も
人
数
多
二
而
者
自
然

見
落
し
等
も
出
来
勝
二
有
之
、
其
外
諸
問
答
事
等
都
而
取
扱
候
儀
故
短
日
之
折

柄
二
而
者
連
も
間
二
合
難
く
其
内
二
者
又
跡
6
種
々
取
扱
候
儀
出
来
仕
、
何
分

難
手
廻
奉
存
候
、
当
節
之
処
二
而
ハ
同
勤
共
之
内
病
人
等
御
座
候
節
も
助
合
行

届
申
間
敷
哉
と
一
同
心
痛
仕
罷
在
候
、
右
様
手
廻
り
兼
候
処
δ
自
然
不
都
合
之

儀
出
来
申
間
敷
と
も
難
申
、
第
一
御
用
弁
も
捗
取
不
申
、
乍
恐
却
而
御
為
筋
如

6
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何
と
奉
存
候
儀
二
御
座
候
、
右
体
存
付
候
儀
二
付
差
控
罷
在
候
も
却
而
恐
入
候

　
　
次
第
、
且
差
当
り
一
同
当
惑
之
余
り
無
余
儀
評
決
之
上
相
願
候
儀
故
、
実
者
暫

　
　
時
も
猶
予
仕
兼
候
得
共
乍
併
陸
軍
之
方
同
勤
共
之
定
員
近
々
御
取
極
二
相
成
候

　
　
御
模
様
二
御
座
候
得
者
、
夫
迄
之
処
者
申
合
精
々
相
励
居
可
申
候
得
共
万
々
一

　
　
右
等
之
御
見
据
等
も
不
被
為
在
候
儀
二
御
座
候
口
口
前
条
之
次
第
故
、
一
同
当

　
　
惑
至
極
仕
候
儀
二
御
座
候
、
且
又
当
時
同
勤
共
減
切
二
相
成
居
候
を
其
侭
二
打

　
　
過
、
手
廻
り
兼
候
儀
を
差
控
、
何
共
不
申
立
置
、
追
而
益
多
人
数
二
相
成
、
弥

　
　
以
手
廻
り
兼
候
様
成
行
、
万
々
一
不
都
合
等
生
し
候
場
合
二
至
り
何
故
是
迄
其

　
　
侭
打
過
不
都
合
出
来
候
迄
捨
置
候
哉
と
奉
行
衆
6
万
一
御
尋
も
御
座
候
節
者
猶

　
　
更
以
当
惑
仕
候
儀
、
且
右
体
之
事
二
成
行
候
而
者
以
之
外
之
儀
二
付
、
何
両
右

　
　
様
不
都
合
不
相
成
候
様
仕
度
、
同
勤
共
一
同
之
存
意
二
而
柳
も
手
前
勝
手
之
願

　
　
筋
二
無
之
段
者
幾
重
二
も
御
賢
察
之
上
、
猶
厚
御
評
議
被
成
下
い
つ
れ
二
も
急

　
　
速
私
共
願
之
通
被
　
仰
付
候
様
御
含
御
厚
情
被
成
下
度
、
依
之
尚
又
以
連
名
此

　
　
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
小
林
小
膳
㊥
　
松
永
助
三
郎
㊥
　
夏
目
当
三
郎
⑳
　
仁
科
五
郎
右

　
　
　
　
　
　
　
衛
門
㊥
　
中
西
弥
右
衛
門
⑳
　
桜
井
友
二
郎
㊥
　
内
藤
七
郎
右
衛

　
　
　
　
　
　
　
門
⑳
　
日
根
野
権
之
助
㊥
　
星
田
作
太
郎
㊥
　
岩
田
吉
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
久
保
音
次
郎
㊥
　
戸
田
又
兵
衛
⑳

　
　
　
　
庄

田
主
水
殿

　
　
　
　
依

田
五
郎
入
郎
殿

　
　
　
　
平
野
雄
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
　
伊
佐
新
次
郎
殿

　

こ
う
し
て
、
慶
応
の
軍
制
改
革
の
結
果
、
不
要
と
さ
れ
た
ポ
ス
ト
や
小
普
請
に
属

し
た
者
た
ち
の
大
多
数
は
陸
海
軍
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
に
は
教
育
・

訓
練
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
有
為
な
人
材
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
海
軍

奉
行
並
支
配
に
属
し
た
者
た
ち
に
は
、
慶
応
二
年
入
月
一
八
日
、
「
廿
才
以
上
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

五
才
迄
之
者
来
ル
廿
五
日
6
於
海
軍
所
海
上
砲
術
御
稽
古
可
被
申
渡
候
」
と
い
っ
た

指
令
が
出
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
教
育
方
針
が
立
て
ら
れ
た
。

　
　
　
御
支
配
御
組
之
者
諸
術
修
行
致
候
大
凡
之
規
則

　
　
一
生
年
八
才
δ
廿
才
迄
之
者
二
而
四
書
五
経
素
読
出
来
候
向
者
開
成
所
江
罷
出

　
　
　
英
仏
学
修
行
仕
居
候
二
付
旧
来
御
支
配
入
之
者
も
其
通
り
取
極
置
候
様
仕
度

　
　
　
候
事

　
　
　
　
但
開
成
所
江
罷
出
修
行
仕
候
儀
、
是
迄
者
碇
と
期
限
も
無
御
座
候
得
共
、

　
　
　
　
右
者
修
行
人
之
長
幼
才
不
才
二
寄
成
功
之
遅
速
者
可
有
之
候
へ
共
凡
弐
ケ

　
　
　
　
年
程
も
勉
強
致
候
ハ
・
少
シ
者
洋
学
も
会
得
可
仕
哉
二
付
、
左
候
者
者
海

　
　
　
　
軍
所
江
隔
日
被
罷
出
、
海
軍
術
之
内
見
込
之
学
科
兼
学
為
致
候
ハ
・
学
術

　
　
　
　
一
時
二
成
業
可
仕
候
間
、
右
様
取
極
置
候
様
仕
度
候
事

　
　
一
同
断
四
書
五
経
素
読
出
来
兼
候
者
者
日
々
学
問
所
江
罷
出
、
素
読
稽
古
仕
居

　
　
　
　
候
、
尤
四
書
五
経
素
読
相
済
候
ハ
・
開
成
所
江
罷
出
洋
学
修
行
為
致
候
様

　
　
　
　
仕
度
候
事

　
　
　
　
　
但
十
六
歳
6
廿
歳
迄
者
寄
宿
並
と
申
名
義
二
而
矢
張
四
書
五
経
素
読
稽

　
　
　
　
　
仕
居
候

　
　
一
生
年
廿
一
歳
6
四
十
五
歳
迄
者
日
々
銃
隊
稽
古
罷
出
居
候
事

　
　
　
　
　
但
右
之
内
算
術
測
量
二
砲
術
或
者
船
具
運
用
二
造
船
等
修
行
致
候
者

　
　
　
　
　
も
二
兼
学
致
候
事
故
、
日
々
出
席
致
候
事

　
　
一
同
四
十
六
歳
6
五
十
九
歳
迄
者
見
込
之
学
科
一
術
ツ
・
修
行
為
致
、
隔
日
二

　
　
　
出
席
仕
居
候
事

　
　
一
同
六
拾
歳
以
上
之
者
者
有
志
之
者
計
罷
出
、
其
余
者
勝
手
次
第
之
積
り
御
座

　
　
　
候
事

　
　
一
以
来
隔
月
御
支
配
御
組
入
井
家
督
跡
目
等
被
下
候
者
者
壱
ケ
月
一
纏
二
致
し

　
　
　
名
前
年
付
等
取
調
申
上
候
間
、
御
逢
之
上
夫
々
修
行
之
学
科
被
仰
渡
候
様
仕

　
　
　
度
、
夫
迄
之
処
左
之
通
取
極
置
、
翌
日
6
稽
古
罷
出
候
様
相
達
候
積
り
御
座

　
　
　
候
事

　
　
　
　
但
病
気
等
二
而
小
普
請
入
相
成
候
者
者
全
快
次
第
出
勤
致
候
ハ
・
同
断
之

7
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事

　
一
以
来
御
支
配
入
之
向
廿
才
以
下
之
者
ハ
前
書
之
通
学
問
所
開
成
所
江
差
出
候

　

様
仕
度
候
事

　
一
同
廿
一
歳
6
廿
九
歳
迄
者
測
量
学
ヲ
第
一
二
修
行
為
致
、
其
余
見
込
之
学
科

　

兼
学
為
致
、
日
々
出
席
致
候
様
仕
度
候
事

　
一
同
舟
歳
上
四
十
五
歳
迄
之
者
者
都
而
銃
隊
日
稽
古
為
致
候
様
仕
度
候
事

　
一
同
四
十
六
歳
以
上
之
者
者
前
書
之
通
り
相
心
得
、
稽
古
罷
出
候
様
仕
度
候
事

　
一
是
迄
病
気
二
而
出
席
仕
兼
候
節
者
其
時
々
断
書
差
出
候
積
り
、
尤
十
日
程
も

　

不
快
二
而
出
席
不
致
者
者
世
話
出
役
肝
煎
等
之
内
為
見
廻
病
体
相
糺
事
、
実

　

病
気
之

者
者
神
文
状
差
出
引
込
療
養
為
致
、
全
快
次
第
出
勤
迄
之
処
時
々
見

　

廻
り
相
糺
候
事

　
一
忌
中
産
稜
等
之
者
者
兼
而
御
規
則
通
り
之
日
数
相
立
候
得
者
御
場
所
限
り
稽

　

古
罷
出
候
事

　
　

稽
古

日
割

　
半
日

　
　

算
術
測
量

　
　

船
具
運
用

　
　
丁
日

　
　

砲
術

　
　

蒸
気

　
　

造
船

　
　
　

但

朔
日
　
十
五
日
　
廿
八
日
休

　
　
　

小
銃
火
入
　
三
日
　
十
八
日

　
　
　

大
砲
火
入
　
十
一
日
　
廿
六
日

　
　
大
小
砲
調
練
稽
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
　

但
日
稽
古
二
而
朔
日
　
十
五
日
　
廿
八
日
休

こ
の
よ
う
な
奨
励
策
が
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

怠
惰
な
生
活
に
慣
れ
き
っ
て
い
た
旗
本
・
御
家
人
中
に
一
種
の
切
迫
感
が
生
ま
れ
、

学
問
・
訓
練
へ
の
意
欲
が
喚
起
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
沼
津
藩
主
水
野
家
の
分
家
で
、

二
〇

〇

〇

石
の
旗
本
水
野
春
四

郎
忠
善
は
、
慶
応
二
年
一
七
歳
で
相
続
、
海
軍
奉
行

並
支
配
と
な
り
、
翌
年
正
月
に
は
学
問
所
へ
寄
宿
を
命
じ
ら
れ
、
一
〇
月
に
は
海
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

術
伝
習
御
用
を
仰
せ
付
か
り
、
一
二
月
海
軍
術
伝
習
所
に
入
寮
す
る
。

　
平
野
雄
三
郎
の
日
記
に
は
、
支
配
組
頭
と
し
て
、
配
下
の
者
た
ち
と
日
々
学
問
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

や
海
軍
所

に
出
向
く
よ
う
す
が
、
「
学
問
所
へ
出
席
」
「
例
刻
出
局
」
と
い
っ
た
具
合

に
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
三
年
七
月
に
は
、
「
川
御
船
御
解
船
御
払
之
御
用
取
扱
」

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
深
川
の
御
船
蔵
な
ど
に
出
勤
し
、
廃
船
の
処
分
に
あ

た
っ
た
。

②
御
留
守
居
支
配
組
へ
の
改
編
と
不
勤
者
教
育
計
画

　
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
一
〇
月
、
ま
た
大
き
な
組
織
改
編
が
実
施
さ
れ
た
。
大

政
奉
還
後
、
海
軍
奉
行
並
支
配
組
と
陸
軍
奉
行
並
支
配
組
は
、
御
留
守
居
支
配
組
へ

統
合

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
留
守
居
組
は
、
慶
応
二
年
八
月
に
廃
止
さ
れ
、
譜
代
の
者

は

陸
軍
奉
行
並
組
へ
、
同
心
は
御
持
小
筒
組
へ
編
入
さ
れ
て
い
た
が
、
一
年
後
に
は

復
活

し
、
陸
海
軍
奉
行
並
支
配
組
に
属
し
た
「
不
勤
之
面
々
」
を
支
配
す
る
こ
と
に

　
　
（
2
0
）

な
っ
た
。
小
普
請
の
一
部
は
宝
暦
三
年
（
一
七
五
七
）
ま
で
は
留
守
居
の
支
配
下
に

あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
古
例
に
復
し
た
と
い
え
る
。

　
雄
三
郎
は
、
三
年
一
〇
月
二
三
日
御
留
守
居
支
配
組
頭
を
拝
命
、
全
八
組
合
（
頬
）

あ
る
う
ち
の
五
番
組
の
担
当
と
な
っ
た
。
当
然
な
が
ら
雄
三
郎
の
同
僚
は
、
海
軍
奉

行
並
支
配
組
頭
だ
っ
た
者
と
陸
軍
奉
行
並
支
配
組
頭
だ
っ
た
者
か
ら
成
る
。
表
3
、

表
4
は
、
御
留
守
居
支
配
組
の
編
成
と
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
〇
〇
〇
人

を
越
え
る
巨
大
集
団
で
あ
っ
た
。

　
世
話
取
扱
や
世
話
役
は
順
番
で
分
限
帳
掛
・
御
入
用
掛
・
御
殿
詰
・
学
問
所
掛
・

調
練
掛
・
槍
剣
隊
掛
な
ど
を
分
担
し
た
。
そ
の
他
、
稽
古
人
世
話
出
役
・
金
集
手

8
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　　　　　　　　　　　　　　　　表3　慶応3年11月2日時点 御留守居支配組の編成

組合 役　職 氏　　　　　　　名（支配組人数） 人　　数

組　　　頭 依田五郎八郎 計447

一
番 世話取扱 星田作太郎（70）・日根野権之助（72）・中西弥右衛門（79）・松永助三郎・山崎十万十郎（80） 301

世　話　役 神谷栄之助（37）・窪田鍍太郎（41）・宅間与右衛門（68） 146

組　　　頭 村上銀五郎 計616

二番 世話取扱 江口文左衛門（71）・岡本鋭之丞（76）・近藤力之丞（71）・小林鉦五郎（77）・大久保次郎右衛門（74） 370

世　話　役 久野勇之丞（92）・長谷川岩三郎（75）・吉田房次郎（79） 246

組　　　頭 佐藤平三郎 計619

三番 世話取扱 中村英太郎（84）・石渡忠七郎（55）・遠山彦一郎（60）・守山左兵衛（77）・松井美太郎（72） 348

世　話　役 渡島伝右衛門（72）・安藤伝十郎（98）・石井郡之進（101） 271

組　　　頭 諏訪部虎五郎 計611

四番 世話取扱 伴野新十郎（68）・伊東多宮（81）・佐野藤三郎（69）・宮村愛之丞（69）・永田孫三郎（81） 357

世　話　役 人見孫兵衛（102）・堀八之助（91）・山木恒次郎（76） 254

組　　　頭 平野雄三郎 計483

五番 世話取扱 松平飯之助（71）・内藤七郎右衛門（75）・仁科五郎左衛門（75）・長田幸之進（77） 298

世　話　役 中村内蔵助（33）・長崎田多蔵（58）・大西三之助（38）・松原又七郎（56） 185

組　　　頭 伊佐新次郎 計499

六番 世話取扱 岩田吉左衛門（65）・桜井友二郎（75）・夏目当三郎（779・鎮目半次郎（73） 290

世　話　役 大草補助（41）・栗山詮之丞（45）・御崎登作（65）・高麗甲橘（58） 209

組　　　頭 柴田勇橘 計595

七番 世話取扱 岡山覚五郎（79）・稲垣豊三郎（77）・伊藤金十郎（73）・伴東右衛門（76） 290

世　話　役 末次佐吉（124）・田中参輔（61）・大浜彦右衛門（90） 209

組　　　頭 戸田又兵衛 計385

八番 世話取扱 谷田兼五郎（90）・小林小膳（74）・石原厳之丞（75） 239

世　話　役 福村金一郎（62）・大久保孫市（36）・川瀬幸三（48） 146

総　　　　　　　　　　　　　　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，251

平野家文書B－29「（留守居支配関係日記・達留）」より作成

　　表4　慶応4年正月5日時点　留守居支配組の人数

高・身分 人　数 支　配 組

支　配 2，000石以上 42 60歳以上の者 316 170

1，500石以上 33 10歳以下の者 37 40

1，000石以上 104 長病の者 約400 340

300石以上 972 大病の者 55 123

100石以上 973 出役の者 324 331

60石以上 156

60石以下 196

計 2，482

組 席以上 884

席以下 896

計 1，780

平野家文書B－29「（留守居支配関係日記・達留）」より作成

る
。　
一
一
月
に
提
案
さ
れ
た
「
規
則
」
は
、
二
三
箇
条
あ
り
、
屯
所
へ
の
出
勤
、

海
軍
所
稽
古
や
学
問
所
で
の
講
釈
聴
聞
・
素
読
稽
古
、
開
成
所
洋
学
稽
古
、
支

配
組
入
り
の
際
の
挨
拶
法
、
隠
居
・
家
督
・
縁
組
・
屋
敷
替
の
際
の
手
続
き
、

領
民
や
家
来
が
駕
籠
訴
を
し
た
際
の
対
処
法
、
出
火
・
非
常
の
際
の
配
備
な
ど

が
盛

り
込
ま
れ
て
い
た
。
「
組
頭
勤
方
心
得
」
一
六
箇
条
は
一
二
月
に
定
め
ら

れ

た
が
、
「
御
支
配
中
惣
体
之
御
取
締
方
厚
心
付
、
世
話
取
扱
初
役
々
江
申
談
、

自
分
組
合
他
組
合
之
無
差
別
目
聞
承
込
候
儀
者
善
悪
共
御
支
配
衆
江
申
立
、
且

役
々
精
不
精
等
常
々
心
付
不
取
締
無
之
様
可
致
事
」
、
「
親
類
縁
者
小
普
請
入
い

た
し
候
節
者
自
分
組
合
江
差
置
申
間
敷
事
」
、
「
相
支
配
中
人
物
身
持
宜
敷
者
井

伝
・
増
減
方
肝
煎
・
分
限
方
肝
煎
・
器
械
掛
肝
煎
・
出
銀
懸
惣
取
締
・
槍
剣
世

話
懸
・
剣
術
打
太
刀
之
者
・
槍
術
打
太
刀
之
者
な
ど
が
選
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ

9
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芸

能
有
之
御
用
立
可
申
者
等
平
生
之
行
状
様
子
柄
等
探
索
致
し
支
配
衆
へ
末
々
可
申

立
事
」
、
「
文
武
引
立
方
之
義
役
々
申
談
、
厚
世
話
い
た
し
勤
惰
取
調
、
支
配
衆
へ
可

申
立
事
」
、
「
調
練
之
義
厚
世
話
い
た
し
自
分
組
合
之
者
ハ
別
而
指
揮
い
た
し
非
常
之

節
不
都
合
無
之
様
相
互
二
心
懸
ケ
可
申
事
」
と
い
っ
た
条
文
か
ら
成
り
、
支
配
組
頭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

役
割
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
御
留
守
居
支
配
組
屯
所
が
木
版
で
発
行
し
た
「
当
支
配
組
被
　
仰
付
候
者
江
伝
達

　
（
2
2
）

之
覚
」
は
、
「
当
支
配
組
江
入
候
節
者
諸
術
稽
古
致
候
を
御
奉
公
と
相
心
得
、
追
而

御
役
出
等
被
　
仰
付
候
節
差
支
無
之
候
様
二
と
厚
心
掛
、
諸
事
世
話
取
扱
世
話
役
等

江

承
り
合
勉
強
修
行
可
被
致
候
」
と
の
前
書
を
置
き
、
先
祖
書
・
明
細
短
冊
な
ど
の

雛
型
や
提
出
方
法
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
支
配
組
頭
の

上
位
者
、
つ
ま
り
御
留
守
居
支
配
組
の
ト
ッ
プ
は
御
留
守
居
で
あ
る
。

一
〇
月
二
一
二
日
御
留
守
居
に
着
任
し
た
の
は
、
井
上
義
斐
（
備
後
守
・
主
水
正
・
元

七

郎
・
茂
輔
）
と
小
出
秀
実
（
大
和
守
）
で
あ
り
、
「
小
普
請
之
面
々
支
配
ス
」
と

　
　
（
2
3
）

さ
れ
た
。
少
し
遅
れ
一
二
月
に
は
河
野
通
和
（
対
馬
守
・
左
門
）
が
就
任
、
翌
年
に

は
さ
ら
に
追
加
人
事
が
あ
っ
た
。
上
方
の
緊
迫
し
た
政
情
を
背
景
に
井
上
・
小
出
・

河
野

ら
は
、
不
勤
者
の
士
気
鼓
舞
と
教
育
振
興
策
、
輸
入
銃
器
に
よ
る
武
装
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

次
々

と
献
策
す
る
。
長
く
な
る
が
、
以
下
一
連
の
史
料
を
引
用
し
て
み
る
。

　
　
　
支
配
向
不
勤
之
者
共
屯
所
勤
番
所
諸
入
用
之
義
二
付
申
上
候
書
付

　
　
支
配
向
不
勤
之
者
共
屯
所
勤
番
所
御
渡
可
相
成
候
趣
二
付
勘
弁
仕
候
処
、
屯
所

　
　
之
義
者
支
配
向
一
同
之
教
育
勉
励
方
致
候
場
所
二
付
、
幼
若
老
衰
病
気
永
引
身

　
　
持
放
蕩
之
者
6
仕
法
相
定
、
積
金
為
仕
、
諸
入
費
仕
払
不
足
之
分
者
私
共
ヲ
始

　
　
支
配
向
一
同
自
分
入
用
二
而
取
賄
、
屯
所
御
修
復
兵
器
御
渡
等
之
外
柳
御
入
用

　
　

御
出
方
不
申
上
、
非
常
之
御
用
相
成
候
様
可
仕
、
勤
番
所
之
義
者
全
御
警
衛
之

　
　
儀
二
而
不
勤
之
者
共
自
分
入
用
二
而
取
賄
候
而
者
名
義
二
対
し
候
而
も
不
都
合

　
　
之

儀
二
付
、
諸
向
勤
番
所
同
様
御
入
用
御
渡
相
成
候
様
仕
度
、
先
般
口
上
ヲ
以

　
　
相
伺
置
候
儀
二
者
御
座
候
得
共
、
急
速
御
承
知
被
成
下
候
様
、
此
段
申
上
候
、

　
　
已
上

　
卯
十
月

（朱
書
）
「
十
月
廿
四
日
小
出
大
和
守
殿
井
上
備
後
守
殿
御
渡
シ
」

今
般
被
　
仰

出
候
儀
二
就
而
者
安
閑
座
食
致
し
居
候
場
合
二
無
之
、
尤
是
迄
連

も
心
懸
宜
者
も
可
有
之
候
得
共
、
多
く
ハ
太
平
安
逸
二
流
れ
居
、
誰
も
大
変
と

申
迄
二
而
志
気
不
相
振
候
而
者
以
之
外
奉
恐
入
、
抑
　
御
当
家
弐
百
五
拾
余
年

之

御
恩
沢
二
奉
浴
候
者
口
あ
つ
て
異
り
候
義
無
之
、
況
や
御
家
来
之
身
と
相
成

候
而
者
警
如
何
様
之
儀
有
之
候
と
も
御
当
家
程
難
有
太
切
之
者
ハ
無
之
、
今
般

之
趣
切
歯
拒
腕
之
外
無
之
、
御
手
前
方
こ
も
同
様
二
可
有
之
、
去
連
暴
挙
有
之

候
而
者
是
亦
奉
恐
入
候
二
付
、
御
手
前
方
倶
々
相
支
配
中
教
育
致
し
一
朝
事
あ

り
候
節
ハ
是
迄
之
　
御
高
恩
身
力
を
尽
し
奉
報
候
心
掛
ヲ
以
て
格
別
憤
励
志
気

相
振
候
様
致
度
、
就
而
者
御
手
前
方
見
込
も
可
有
之
候
二
付
、
早
々
被
申
聞
候

様
致
度
事

　
　
　
　

（中
略
）

　
支
配
向
之
者
志
気
為
相
振
候
義
二
付
相
伺
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
大
和
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
備
後
守

御

国
之
儀
者
弓
馬
槍
剣
を
武
芸
之
第
一
と
仕
、
漢
籍
習
経
を
文
芸
之
第
一
と
仕

候
旧
染
久
敷
、
追
々
文
明
開
華
二
進
候
様
御
世
話
も
為
在
候
得
共
容
易
二
御
変

通
難
相
成
、
今
般
小
普
請
之
者
共
引
受
世
話
被
　
仰
付
候
二
付
、
篤
と
勘
弁
熟

慮
候
処
、
一
体
方
今
面
目
ヲ
改
、
志
気
為
相
振
候
者
文
武
合
壁
之
大
学
校
御
取

設
相
成
、
右
学
校
中
へ
者
人
智
を
拡
候
諸
学
科
を
設
置
、
不
勤
之
者
者
勿
論
、

御
旗
本
之
子
弟
厄
介
日
々
右
学
校
江
差
出
教
育
不
仕
候
而
者
難
相
成
候
へ
共
方

今
勢
ひ

難
被
行
、
去
連
此
侭
二
而
者
人
智
も
不
開
、
時
勢
と
均
敷
大
困
難
之
場

合
二
御
座
候
間
、
差
向
今
般
御
渡
相
成
候
屯
所
二
於
て
銃
隊
稽
古
等
可
為
仕
見

込
二
候
得
共
、
壱
人
五
六
拾
両
之
御
入
用
二
而
御
抱
可
相
成
歩
卒
之
業
を
五
百

石
以
上
之
御
旗
本
二
為
学
候
者
不
益
至
極
之
儀
二
付
、
五
百
石
以
上
者
家
来
等

之

内
代
人
二
為
差
出
、
当
人
者
海
陸
軍
之
業
者
勿
論
、
天
文
地
理
舎
密
漢
籍
槍

10
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剣
之
業
二
至
る
迄
是
ヲ
以
生
涯
之
御
用
可
相
立
と
志
候
技
芸
為
相
学
、
尤
少
高

之

も
の
こ
而
も
代
人
差
出
度
も
の
者
代
人
為
差
出
、
当
人
者
夫
々
志
候
学
科
為

相
学
、
五
百
石
以
上
二
而
も
当
人
望
之
者
者
兵
隊
二
組
入
可
申
候
、
衣
服
等
も

鍛
袖
細
袴
二
も
不
限
、
勝
手
次
第
二
為
致
、
願
之
者
者
人
物
相
撰
御
右
筆
御
勘

定
御
用
所
御
徒
目
付
外
国
方
定
役
等
江
出
役
被
　
仰
付
、
出
役
二
付
御
手
当
御

扶
持
方
等
も
一
切
不
被
下
、
追
々
練
熟
仕
候
二
随
ひ
右
之
内
合
夫
々
御
役
出
等

被
　
仰
付
、
要
路
之
御
場
所
見
習
も
候
へ
者
往
々
必
御
用
立
候
者
も
出
来
可
仕
、

何
れ

二

も
人
才
を
養
ひ
候
義
第
一
肝
要
二
御
座
候
処
、
世
禄
歴
々
之
御
旗
本
ヲ

以
僅
二
歩
卒
二
仕
込
候
者
御
不
益
者
勿
論
、
人
心
二
も
適
シ
不
申
、
人
心
帰
響

仕
候
へ
者
志
気
も
自
然
相
振
候
儀
二
付
、
人
才
教
育
志
気
為
相
振
御
見
込
ヲ
以

申
上
候
問
、
宜
御
熟
慮
之
上
、
早
々
御
差
図
被
成
下
候
様
仕
度
、
此
段
申
上
候
、

以
上
　
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
伺
之
通
相
心
得
、
猶
追
々
取
調
可
被
申
聞
候

　
　
　
　

（中
略
）

　
支
配
世
話
取
扱
組
世
話
役
増
人
申
上
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
大
和
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
備
後
守

先
般
海
陸
軍
奉
行
並
支
配
組
之
者
共
、
御
留
守
居
支
配
組
被
　
仰
付
、
取
締
筋

者
勿
論
教
導
方
之
儀
厚
御
沙
汰
も
御
座
候
二
付
、
支
配
組
頭
ヲ
始
世
話
取
扱
世

話
役
共
江
も
取
締
方
夫
々
申
談
候
処
、
昨
年
以
来
諸
向
御
廃
止
等
二
而
支
配
組

共
先
前
6
多
人
数
相
成
、
世
話
取
扱
世
話
役
共
者
却
而
相
減
居
、
精
々
勉
励
仕

候
而
も
自
然
手
廻
り
兼
、
只
々
差
向
候
御
用
向
相
弁
候
迄
之
儀
二
有
之
、
勤
惰

曲
直
等
相
糺
候
暇
無
之
趣
申
聞
、
事
実
尤
二
相
聞
、
一
体
小
普
請
支
配
八
人
有

之
候
節
者
支
配
組
惣
人
数
凡
弐
千
四
五
百
人
、
内
三
分
二
支
配
、
三
分
一
組
二

而
、
世
話
取
扱
四
拾
人
、
世
話
役
廿
四
人
有
之
、
其
後
追
々
小
普
請
支
配
御
減
、

五

人
二
相
成
、
三
支
配
者
講
義
武
所
奉
行
、
御
軍
艦
奉
行
支
配
被
　
仰
付
候
へ

共
、
老
衰
幼
少
病
気
之
者
者
小
普
請
支
配
へ
差
戻
し
、
追
々
人
数
相
増
候
二
付
、

一
ト
支
配
二
而
世
話
取
扱
両
人
、
世
話
役
両
人
増
人
被
　
仰
付
、
一
ト
支
配
七

人

ツ
・
都
合
取
扱
三
拾
五
人
、
一
組
五
人
ツ
・
、
都
合
世
話
役
廿
五
人
二
相
成
、

其
外
新
規
伺
済
二
而
重
立
肝
煎
廿
五
人
被
　
仰
付
、
講
武
所
奉
行
御
軍
艦
奉
行

之
方
も
世
話
取
扱
世
話
役
等
相
応
之
人
員
在
之
、
小
普
請
惣
人
数
者
当
今
者
半

減
位
二
有
之
候
処
、
海
陸
軍
奉
行
並
支
配
相
成
候
以
来
世
話
取
扱
世
話
役
者
何

れ

も
減
切
同
様
二
相
成
、
小
普
請
人
数
者
追
々
相
増
、
当
今
凡
四
千
五
百
有
余

人
二
相
成
、
前
々
6
倍
増
之
人
数
不
足
之
役
々
二
而
引
受
世
話
致
し
候
二
付
、

勤
惰
曲
直
者
勿
論
差
向
御
身
分
等
之
儀
も
世
話
行
届
兼
候
二
付
、
世
話
取
扱
拾

弐

人
、
世
話
役
六
人
御
増
人
相
成
候
ハ
・
先
可
也
二
世
話
も
行
届
可
申
哉
、
増

人
名
面
等
之
儀
者
御
下
知
次
第
取
調
可
申
上
と
奉
存
候
、
尤
追
而
小
普
請
人
数

減
少
仕
候
ハ
・
取
扱
御
役
々
之
儀
も
減
少
可
仕
候
へ
共
、
当
節
之
姿
二
而
者
何

れ
二
も
御
増
人
無
之
候
而
者
世
話
可
行
届
見
据
無
之
、
無
余
儀
申
上
候
儀
二
候
、

急
速
御
下
知
被
成
下
候
様
仕
度
、
此
段
申
上
候
、
已
上

　
卯
十
一
月

　
　
小
普
請
支
配
八
人
之
節

　
　
　
支
配
組
凡
弐
千
四
五
百
人

　
　
　
取
扱

四
拾
人
、
世
話
役
廿
四
人

　
　
小
普
請
支
配
五
人
之
節

　
　
　
支
配
組
弐
千
人
程

　
　
　
取
扱
三
拾
五
人
、
世
話
役
廿
五
人

　
　
講
武
所
奉
行
支
配
組
三
百
人
余

　
　
　
取
扱
五
人
、
世
話
役
三
人

　
　
軍
艦
奉
行
支
配
組
弐
百
五
十
人
程

　
　
　
取
扱
四
人
、
世
話
役
弐
人

　
　
当
時
支
配
組
共
四
千
五
百
人
余

11
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取
扱
三

十
六
人
、
世
話
役
廿
六
人

　
　
右
之
見
合
ヲ
以
取
調
候
へ
者
当
時
之
姿
二
而
者
取
扱
八
拾
人
程
、
世
話
役

　
　
五
拾
人
程
無
之
候
而
者
難
手
廻
候
へ
共
、
御
時
節
柄
之
儀
こ
も
有
之
候
二

　
　
付
、
精
々
相
減
、
本
文
之
通
申
上
候
儀
二
御
座
候

　
　
　
　
　

（中
略
）

　
海
陸
軍
両
奉
行
並
支
配
小
普
請
之
者
共
御
留
守
居
支
配
被
　
仰
付

　
候
二
付
見
込
申
上
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
出
大
和
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
備
後
守

今
般
海
陸
軍
両
奉
行
並
小
普
請
之
者
共
向
後
御
留
守
居
支
配
被
　
仰
付
、
私
共

両

人
江
引
受
世
話
可
致
旨
被
仰
渡
候
二
付
、
追
々
見
込
之
趣
可
申
上
候
得
共
先

予

メ
左
二
大
意
申
上
候

一
海

陸
軍
奉
行
並
支
配
不
勤
之
者
共
是
迄
海
陸
軍
所
学
問
所
へ
日
々
業
前
修
業

二
罷

出
可
申
筈
之
処
、
老
人
幼
少
病
気
等
二
而
修
業
致
兼
候
も
の
も
不
少
、
老

幼
病
三
ツ
之
も
の
者
実
二
無
余
義
次
第
二
有
之
候
得
共
、
強
壮
之
者
病
気
痛
所

等
申
立
修
業
不
罷
出
も
の
も
亦
不
少
、
左
候
而
者
精
出
し
修
業
致
し
候
も
の
共

も
自
然
右
之
目
二
相
化
し
終
二
詐
病
唱
候
へ
者
相
済
候
様
相
心
得
、
追
々
修
業

罷
出
候
者
無
之
様
成
行
可
申
二
付
、
何
と
か
所
置
無
之
候
而
者
人
情
誰
か
安
逸

を
悪
ミ
候
も
の
無
之
候
間
獺
惰
二
相
化
候
者
必
然
之
儀
二
而
当
御
時
勢
尤
不
可

然
、
或
者
病
気
痛
所
等
申
立
置
外
出
又
者
遊
興
等
二
耽
り
候
も
の
無
之
と
も
難

申
、
探
索
方
者
精
々
心
附
可
申
候
得
共
多
人
数
之
事
故
只
法
則
規
矩
而
己
二
而

者
］
概
二
難
行
届
、
何
れ
こ
も
人
心
引
立
候
外
致
し
方
無
之
、
人
心
引
立
候
得

者

自
然
分
を
弁
へ
勉
励
い
た
し
規
矩
法
則
も
被
行
、
就
而
者
獺
惰
之
者
老
幼
病

之
者
と
強
壮
勉
励
致
し
候
者
者
判
然
区
別
相
立
、
老
幼
病
之
者
者
百
俵
二
付
一

ケ
月
銀
三
匁
出
銀
為
致
、
遊
蕩
放
逸
之
者
者
倍
増
亦
者
四
五
倍
増
も
取
立
、
修

業
小
普
請
、
老
幼
小
普
請
、
科
条
小
普
請
と
三
等
二
階
級
を
相
立
候
得
者
勤
惰

判
然
と
い
た
し
候
処
δ
自
然
人
心
引
立
可
申
、
尤
以
来
修
業
人
二
無
之
候
而
者

御
役
出
等
申
上
間
敷
積
取
極
候
二
付
、
老
幼
科
条
小
普
請
之
者
6
御
役
出
御
入

人
等
不
被
　
仰
付
様
仕
度
、
左
候
ハ
・
偽
病
等
を
唱
候
者
も
お
の
つ
か
ら
無
之

様
相
成
可
申
、
幼
少
之
者
者
歳
十
三
四
才
以
上
二
而
も
素
読
手
跡
武
芸
等
取
廻

し
出
来
候
ハ
・
吟
味
之
上
修
業
人
江
差
出
候
節
者
必
当
人
者
勿
論
父
兄
等
も
自

然
教
諭
い
た
し
稽
古
等
も
相
進
メ
候
様
成
行
、
真
之
病
人
注
も
無
油
断
療
養
致

し
一
同
修
業
人
相
成
度
と
希
望
致
シ
可
申
、
若
亦
実
病
之
者
二
而
も
六
七
ケ
月

又
者
十
月
を
限
出
勤
不
致
候
ハ
・
右
様
階
級
相
立
真
二
勉
強
修
業
可
仕
、
且
倍

増
出
銀
等
之
義
者
苛
酷
之
姿
二
相
聞
へ
可
申
心
得
共
一
人
前
之
勤
を
不
致
、
禄

而
己
被
下
候
儀
者
当
今
之
御
時
勢
二
無
之
共
不
都
合
千
万
二
付
世
禄
之
内
冶
纏

二

不
勤
之
廉
ヲ
以
償
金
取
立
、
別
紙
申
上
候
諸
入
用
等
二
仕
払
、
或
者
格
別
出

精
仕
候
者
共
江
手
銀
賞
誉
等
二
差
遣
、
賞
罰
ヲ
正
敷
仕
候
得
者
必
勉
強
修
業
仕
、

一
方
之
御
備
も
相
立
可
申
奉
存
候
、
左
も
無
之
候
而
者
当
節
柄
を
弁
へ
候
も
の

も
容
易
二
　
思
之
為
死
を
撰
間
敷
、
只
々
壁
二
馬
ヲ
乗
懸
足
元
6
鳥
之
立
如
く

厳
責
仕
候
共
顕
切
者
無
之
何
れ
こ
も
銘
々
今
日
家
銘
相
続
枕
を
高
く
致
し
居
候

者
誰
冶
被
成
下
候
哉
者
積
年
之
御
恩
沢
を
自
省
仕
、
心
魂
難
在
存
候
様
仕
向
不

申
候
而
者
連
も
一
大
事
之
場
合
二
而
憤
発
者
思
ひ
も
不
寄
事
と
奉
存
候
二
付
、

先
第
一
二
前
書
之
件
々
規
則
相
立
取
扱
候
心
得
二
御
座
候
、
依
之
差
向
見
込
之

趣
申
上
候
、
以
上

　

卯
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
大
和
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
備
後
守

　
　
　
　

（中
略
）

　
　
　
［
御
留
守
居
江

　
　
　
　
覚

今
般
小
普
請
之
者
、
其
方
共
支
配
等
二
被
　
仰
付
候
二
付
而
者
　
御
目
見
以
上

以
下

百
俵
以
上
以
下
共
家
事
取
締
向
等
不
宜
放
蕩
不
瀬
之
者
等
有
之
候
ハ
・
屯

所
内
江
取
締
所
取
設
、
禁
足
申
付
候
上
、
高
割
相
応
金
納
為
致
、
改
心
候
ハ
・

速
二
差
免
し
候
様
可
被
致
候
、
右
者
早
速
改
心
可
為
致
為
之
義
二
候
間
可
成
丈

12
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ケ
深
切
二
教
諭
差
加
、
如
何
様
説
得
候
而
も
不
取
用
も
の
者
無
余
義
前
文
之
通

取
計
候
儀

と
可
被
心
得
候
、
尤
小
給
之
者
た
り
共
前
文
之
趣
二
准
シ
可
被
取
計

事　
　
　
　

（中
略
）

　
舶
来
ミ
ニ
ー
銃
買
入
二
付
拝
借
金
相
願
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
備
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
対
馬
守

私
共
支
配
組
之
者
江
貸
渡
候
御
筒
不
足
二
付
横
浜
在
留
各
国
商
人
共
持
渡
品
有

無
之
儀
神
奈
川
奉
行
江
及
懸
合
候
処
、
上
中
下
多
分
二
有
之
候
旨
別
紙
之
通
申

越
候
間
、
差
向
右
之
内
三
百
挺
買
入
、
屯
所
附
二
仕
、
貸
渡
方
取
計
度
候
処
、

未
同
所
御
備
金
等
も
更
二
無
之
差
支
二
付
、
兼
而
伺
済
支
配
向
老
幼
病
之
者
6

出
銀
井
遊
惰
放
逸
等
之
者
6
取
立
金
も
仕
候
二
付
、
右
集
金
ヲ
以
買
上
度
候
へ

共
一
時
二
者
取
集
も
難
行
届
候
二
付
、
差
向
右
代
金
弐
千
六
百
両
拝
借
被
　
仰

付
候
様
仕
度
、
返
納
之
義
者
来
辰
6
午
迄
三
ケ
年
二
割
合
上
納
可
仕
候
間
、
出

格
之
訳

ヲ
以
願
之
通
早
々
御
下
ケ
金
御
座
候
様
仕
度
、
依
之
御
勘
定
奉
行
へ
も

相
談
仕
候
処
、
存
寄
無
之
旨
申
聞
候
間
、
此
段
奉
願
候
、
以
上

　
卯
十
二
月

　
　
　
　

（中
略
）

（朱
書
）
「
辰
二
月
二
日
壱
岐
守
殿
北
角
十
郎
兵
衛
ヲ
以
御
下
ケ
」

　
　
　
　
覚

其
方
共
支
配
組
之
者
銃
隊
二
取
立
候
儀
二
付
見
込
之
趣
申
立
候
間
、
先
達
中

夫
々
及
差
図
候
二
付
、
猶
追
々
取
調
被
申
聞
候
処
、
此
度
海
陸
軍
御
改
革
二
付

而
者
一
同
銃
隊
二
組
立
候
儀
者
見
合
候
様
可
被
致
候
、
尤
格
別
執
心
二
而
業
前

宜
出
来
、
強
而
銃
隊
罷
成
勉
励
致
し
度
旨
申
立
候
者
名
面
取
調
可
被
申
聞
候
、

委
細
之
儀
者
陸
軍
総
裁
江
可
被
談
候
事

　
　
　
　

（中
略
）

　
支
配
組
之
者
銃
隊
取
立
候
義
者
見
合
可
申
御
沙
汰
二
付

　
　
　
向
後
心
得
方
之
義
相
伺
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
主
水
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
対
馬
守

　
　
私
共
支
配
組
之
者
銃
隊
取
立

候
二
付
見
込
之
趣
申
上
、
追
々
御
差
図
御
座
候
二

　
　
付
是
迄
揺
々
責
督
仕
、
日
稽
古
為
仕
、
当
今
者
一
大
隊
余
二
も
相
成
、
精
出
し

　
　
稽
古
仕
居
候
処
、
此
度
海
陸
軍
御
改
革
二
付
一
同
銃
隊
組
立
候
義
者
見
合
、
格

　
　
別
執
心
二
而
業
前
宜
出
来
、
強
而
銃
隊
罷
成
勉
励
致
度
旨
申
立
候
者
者
名
面
取

　
　
調

可
申
上
旨
、
御
書
取
ヲ
以
被
仰
渡
、
承
知
仕
候
、
依
而
者
業
前
宜
出
来
候
者

　
　
者

名
前
申
上
、
其
余
之
者
者
向
後
銃
隊
調
練
角
打
稽
古
共
相
止
メ
候
義
二
御
座

　
　
候
哉
、
又
者
猶
此
上
共
責
督
仕
、
稽
古
為
仕
置
可
申
哉
、
且
支
配
組
剣
槍
隊
之

　
　
者
も
三
百
人
余
も
有
之
、
是
又
日
々
仕
合
等
為
仕
精
出
し
稽
古
仕
居
候
間
、
同

　
　
様
是
迄
之
通

日
々
稽
古
為
仕
置
可
申
哉
、
且
又
非
常
其
外
心
得
方
之
義
者
最
前

　
　
相
伺
候
通
り
相
心
得
可
申
哉
、
如
何
相
心
得
可
然
哉
二
御
座
候
哉
、
夫
々
御
差

　
　
図
可
被
成
下
候
、
以
上

　
　
　
辰
二
月

　
右
の
小
出
・
井
上
・
河
野
ら
に
よ
る
献
策
や
伺
い
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
①
教
育
の
場
で
あ
る
屯
所
の
諸
入
費
は
老
衰
・
幼
少
・
病
気
・
放
蕩
の

者
か
ら
徴
集
す
る
な
ど
自
弁
し
た
い
が
、
勤
務
地
で
あ
る
勤
番
所
の
入
費
に
つ
い
て

は
支
給
し
て
ほ
し
い
、
②
不
勤
の
者
の
士
気
を
鼓
舞
し
、
人
材
育
成
を
は
か
る
た
め

に
は
、
文
武
の
「
大
学
校
」
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
り
あ
え
ず
は
銃
隊
調
練

を
実
施
し
た
い
が
、
五
〇
〇
石
以
上
の
高
禄
者
を
一
兵
卒
と
し
て
訓
練
さ
る
の
は
勿

体
無
い
の
で
、
陸
海
軍
の
業
以
外
で
も
各
自
が
希
望
す
る
諸
学
科
を
専
攻
さ
せ
、
将

来
は
そ
の
中
か
ら
各
分
野
で
の
役
職
者
を
選
抜
す
る
よ
う
に
し
た
い
、
③
四
五
〇
〇

人
以
上

に
膨
れ
上
が
っ
た
支
配
組
を
管
理
す
る
た
め
、
世
話
取
扱
一
二
名
、
世
話
役

六
名
を
増
員
し
、
四
八
名
・
三
二
名
体
制
に
し
た
い
、
④
詐
病
な
ど
で
陸
海
軍
所
で

の

修
業

を
怠
る
者
を
な
く
す
た
め
、
修
業
小
普
請
・
老
幼
小
普
請
・
科
条
小
普
請
と

い
う
三
種
の
区
別
を
な
し
、
老
幼
の
者
、
遊
惰
な
者
か
ら
は
課
金
を
徴
集
す
る
よ
う
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に

し
た
い
、
⑤
屯
所
配
備
の
ミ
ニ
エ
ー
銃
三
〇
〇
挺
を
購
入
し
た
い
の
で
、
老
幼
病

者
や
怠
惰
者
か
ら
の
集
金
だ
け
で
は
足
り
な
い
分
を
拝
借
し
た
い
、
⑥
銃
隊
取
立
の

中
止
が
指
令
さ
れ
た
が
、
す
で
に
で
き
て
い
る
一
大
隊
の
銃
隊
、
三
〇
〇
名
の
剣
槍

隊
の
訓
練
は
す
べ
て
廃
止
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
。

　
結
果
と
し
て
、
御
留
守
居
支
配
組
を
近
代
的
な
軍
隊
・
学
校
に
す
る
と
い
う
、
こ

の
大
計

画
は
、
戊
辰
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
頓
挫
す
る
。
徳
川
家
が
新
政
府
に
対
し
徹

底
抗
戦
の
構
え
を
取
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
実
行
に
移
さ
れ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
恭
順
方
針
に
よ
っ
て
軍
拡
路
線
は
中
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二

月
一
四
日
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
に
よ
る
三
兵
士
官
伝
習
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

留
守
居
支
配
か
ら
は
五
五
名
の
青
少
年
が
歩
兵
科
士
官
候
補
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
が
、

陸
軍
側
の
こ
の
計
画
も
時
間
切
れ
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　
二
月
以
降
、
留
守
居
の
仕
事
に
は
、
官
軍
の
江
戸
進
攻
と
占
領
と
い
う
事
態
を
迎

え
、
西
国
の
知
行
所
へ
の
土
着
希
望
者
の
処
置
、
伝
通
院
・
本
所
御
竹
蔵
・
牛
込
矢

来

酒
井
屋
敷
へ
の
巡
遷
、
脱
走
者
の
調
査
、
彰
義
隊
騒
ぎ
へ
の
対
応
等
々
が
加
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
御
用
人
支
配
組
と
駿
河
移
住
者
の
選
別

　
慶
応
四
年
五
月
二
四
日
徳
川
家
の
駿
府
移
封
が
決
定
、
新
領
地
七
〇
万
石
に
見

合
っ
た
規
模
の
家
臣
団
の
再
編
成
が
開
始
さ
れ
る
。
行
財
政
・
教
育
・
陸
軍
・
海

軍
・
家
政
関
係
の
部
署
な
ど
、
藩
に
と
っ
て
必
要
な
人
員
が
絞
り
込
ま
れ
た
。
そ
し

て
、
朝
臣
に
な
る
者
、
帰
農
・
帰
商
す
る
者
が
切
り
離
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
無
役
の

者
で
あ
っ
て
も
主
家
へ
の
随
従
を
希
望
す
る
者
は
、
無
禄
で
の
移
住
を
認
め
ら
れ
た
。

　
六
月
一
日
、
小
普
請
の
担
当
は
御
留
守
居
で
は
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
御
留
守
居
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
留
守
居

　
　
　
　
奥
御
用
人

不
勤
支
配

小
普
請
之
面
々
取
扱
之

　
　
　
　
　
　
　
同

同

同
並

　
　
　
　
同
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
右
之
通

唱
替
被
　
仰
付
候

　
す
な
わ
ち
、
御
留
守
居
は
奥
御
用
人
と
改
称
、
留
守
居
の
う
ち
小
普
請
担
当
は
不

勤
支
配
と
改
称
、
小
普
請
担
当
の
留
守
居
並
は
不
勤
支
配
並
と
改
称
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
名
称
は
、
六
月
四
日
、
す
ぐ
に
再
変
更
と
な
る
。

　
　
　
　
　
奥
御
用
人

　
　
　
　
　
不
勤
支
配

　
　
　
　
　
同
　
　
並
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
御
用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
勤
支
配

　
　
　
　
御
用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
勤
支
配
並

　
　
　
　
御
用
人
並

　
　
右
之
通

唱
替
被
　
仰
出
候
、
尤
奥
持
之
方
者
奥
懸
、
支
配
持
之
方
者
小
普
請
懸

　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　

と
可
被
心
得
候
事

　
奥
御
用
人
と
不
勤
支
配
と
が
と
も
に
御
用
人
と
改
称
さ
れ
、
う
ち
奥
を
担
当
す
る

場
合

は
奥
懸
（
掛
）
御
用
人
、
小
普
請
を
担
当
す
る
場
合
は
小
普
請
懸
（
掛
）
御
用

人
と
呼
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
不
勤
支
配
並
は
御
用
人
並
と
改
称
さ
れ
、

小
普
請
を
担
当
し
た
。
従
っ
て
こ
の
時
、
平
野
雄
三
郎
の
役
名
も
御
用
人
支
配
組
頭

に
な
っ
て
い
る
。
朝
令
暮
改
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
「
不
勤
」
支
配
と
い
う
呼
称
は

あ
ま
り
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
あ
り
、
反
発
も
し
く
は
反
対
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
表
5
は
、
小
普
請
掛
御
用
人
配
下
の
役
職
者
一
覧
で
あ
る
。
御
留
守
居
支
配
組
時
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［小普請の軍事的再編と静岡藩勤番組への帰着］……樋口雄彦

表5　慶応4年7月「駿河表召連候家来姓名」中の小普請関係役職

役　　　職 人数 氏　　　　　　　　　　　名

小普請掛御用人 6
富永孫太夫・久世平九郎・佐久間錨五郎・杉浦兵庫・高橋伊勢・井上八郎

（陸軍頭並兼勤）

同　　　　　　並 3 佐藤平三郎・田村駒次郎・宮重丹下

支　配　組　頭 10
村上鐸五郎・平野雄三郎・伊佐新次郎・柴田勇橘・久保音次郎・岩田吉左

衛門・田村弘蔵・遠山内膳・石場斎宮・星田作太郎

世話取扱重立取締 1 伊藤金十郎

世　話　取　扱 52

中村英太郎・石渡忠四郎・大久保次郎左衛門・日根野権之助・内藤七郎右

衛門・桜井友二郎・近藤力之丞・永田孫三郎・仁科五郎左衛門・伊東多

宮・江口文左衛門・守山太兵衛・稲垣豊次郎・佐野藤三郎・岡本鋭之丞・

宮部愛之助・小村鉦五郎・松永助三郎・谷田兼五郎・松井美太郎・伴東左

衛門・夏目当三郎・小村小膳・山崎十万十郎・石原厳之丞・長田幸之進・

鎮田半次郎・木村苗次郎’堀越十五郎・鈴木鉄三郎・松平飯之助・岡山善

五郎・遠山彦四郎・山本鑑之助・村田篤蔵・若林主税・毛呂芳三郎・水野

録太郎・高山良之助・辻半三郎・長兵庫・石川将之助・山岡精次郎・野田

勇之助・富田忠左衛門・目賀田帯刀・小田堀庄二郎・佐藤鐙吉・安藤鉢之

助・富田太郎右衛門・渡辺力三郎・平岡与右衛門

稽古人世話出役 20 （氏名省略）

重　立　肝　煎 27 （氏名省略）

世話取締役 56 （氏名省略）

金　集　手　伝 10 （氏名省略）

金集手伝介 7 （氏名省略）

「駿河表召連候家来姓名」（国立公文書館所蔵）より作成

代
と
の
大
き
な
違
い
は
、
名
称
が
そ
の
ま
ま
の
世
話
取
扱
（
旗
本
担
当
）
に
対
し
、

世
話
役

（御
家
人
担
当
）
が
世
話
取
締
役
と
改
称
し
た
ら
し
い
点
で
あ
る
。
慶
応
四

年
六
月
以
降
、
移
封
に
先
立
つ
大
規
模
な
「
御
人
減
ら
し
」
が
実
施
さ
れ
、
職
を
失
っ

た
者
の
多
く
が
新
た
に
小
普
請
（
御
用
人
支
配
組
）
に
加
わ
っ
た
。
小
普
請
掛
御
用

人
が
面
倒
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
数
は
さ
ら
に
膨
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
御
用
人
・
御
用
人
並
・
御
用
人
支
配
組
頭
ら
が
、
配
下
の
小
普
請
た
ち

の
選
別
（
朝
臣
・
暇
乞
い
・
駿
河
移
住
）
と
そ
れ
に
伴
う
諸
々
の
手
続
き
を
行
っ
た
。

彼

ら
の
手
に
な
る
仕
事
は
、
一
一
月
晦
日
、
旧
幕
臣
の
去
就
に
関
す
る
詳
細
な
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

書

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
臣
希
望
が
約
三
八
〇
〇
人
、
御
暇

が
約
三
五
〇
〇
人
、
無
禄
移
住
が
三
九
五
〇
人
で
あ
る
。
各
地
で
戦
乱
が
続
く
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
月
に
は
小
普
請
や
軽
輩
ら
が
暴
動
を
起
こ
す
と
の
情
報
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
噂

に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
八
月
一
四
日
、
雄
三
郎
他
八
名
の
御
用
人
支
配
組
頭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

対
し
、
「
朝
臣
願
等
之
儀
取
調
方
骨
折
」
と
し
て
時
服
が
下
賜
さ
れ
た
。

　
新
政
府

側
に
江
戸
の
屋
敷
を
早
々
に
引
き
渡
す
よ
う
迫
ら
れ
た
結
果
、
九
月
、
徳

川
家
で
は
移
住
手
順
を
示
し
た
説
明
書
を
木
版
で
印
刷
・
発
行
し
、
移
住
希
望
者
に

配
布
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
寄
合
・
小
普
請
で
無
禄
で
の
移
住
を
希
望
す
る
者
は
、

元

高
一
〇
〇
俵
以
上
は
自
費
で
、
未
満
の
者
は
藩
費
に
よ
る
船
で
の
移
住
が
指
定
さ

　
　
　
　
れ

た
。
一
〇
月
三
日
か
ら
一
一
月
九
日
ま
で
、
一
万
人
以
上
を
九
回
に
わ
た
り
東

京
・
清
水
湊
間
を
外
国
船
に
よ
っ
て
運
送
し
た
際
、
新
政
府
宛
に
届
書
を
提
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の
は

御
用
人
並
佐
藤
平
三
郎
で
あ
る
。

　
八
月
二
〇
日
付
の
達
に
よ
る
と
、
御
用
人
支
配
組
頭
は
、
御
殿
詰
・
諸
入
用
掛
三

名
、
分
限
掛
二
名
、
朝
臣
・
御
扶
助
掛
二
名
、
移
住
掛
二
名
、
御
暇
掛
一
名
と
い
う

よ
う
に
分
担
が
決
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
御
用
人
’
御
用
人
並
に
つ
い
て
も
、
宮

重
丹
下
が
進
達
物
掛
、
佐
藤
平
三
郎
が
分
限
掛
、
田
付
駒
次
郎
が
御
暇
掛
と
な
っ
て

い

る
。
平
野
雄
三
郎
は
分
限
掛
で
あ
っ
た
。
分
限
掛
に
は
、
取
扱
取
締
二
名
、
（
世

話
）
取
扱
九
名
、
肝
煎
取
締
七
名
、
肝
煎
一
四
名
、
世
話
役
取
締
三
名
、
世
話
役
二

一
名
が
付
属
し
た
。
表
6
は
全
体
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
＝
月
八
日
、
御
用
人
杉
浦
兵
庫
よ
り
配
下
の
役
々
に
対
し
、
東
京
で
の
残
務
整

理
担
当
と
駿
河
へ
の
出
立
者
と
が
指
名
さ
れ
、
い
ず
れ
交
代
す
べ
き
こ
と
が
伝
達
さ

れ

た
。
東
京
で
の
仕
事
を
終
え
、
平
野
雄
三
郎
が
駿
河
へ
向
け
出
立
し
た
の
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
一
二
日
で
あ
っ
た
。
七
月
時
点
で
の
「
駿
河
表
召
連
候
家
来
姓
名
」
上
は
、
寄

合
頭
・
小
普
請
掛
御
用
人
以
下
全
員
が
「
江
戸
表
差
置
候
家
来
姓
名
」
に
含
ま
れ
て

い

た
が
、
同
年
中
に
は
移
住
事
務
が
一
段
落
し
た
の
で
あ
る
。
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表6　慶応4年8月御用人支配組の役割分担

分　　　担 支　配　組　頭 世　話　取　扱 世　話　役

御殿詰・諸入用掛 村上鐸五郎・田村弘蔵・石場斎宮

御　　殿　　掛 4人

調　　所　　詰 15人

御殿・調所詰 30人

朝臣’御扶助掛 岩田吉左衛門・大久保次郎右衛門 4人（内3人分限掛兼） 10人（内1人取締）

分　　限　　掛 平野雄三郎・久保音次郎 11人（内2人取締・3人朝臣掛兼） 24人（内3人取締）

移　　住　　掛 柴田勇橘・星田作太郎 6人 12人（内1人取締）

御　　暇　　掛 遠山内膳 7人（内1人取締） 9人（内7人取締）

会　　計　　掛 9人（内1人取締）

御　証　文　掛 7人（内5人取締）

④
勤
番
組
と
更
番
組

平野家文書D－7「（駿河移住・勤番組関係達）」より作成

　
雄
三
郎
が
駿
府
に
着
い
た
の
は
一
二
月
二
一
日
。
二
五
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
泊

ま
っ
て
い
た
伝
馬
町
の
松
崎
屋
か
ら
北
安
東
村
の
仁
左
衛
門
方
に
旅
宿
替
え
し
た
。

そ
の
同
じ
日
、
寄
合
・
小
普
請
に
関
わ
る
職
制
改
革
が
達
せ
ら
れ
た
。
寄
合
頭
と
小

普
請
掛
御
用
人
を
勤
番
組
之
頭
、
小
普
請
掛
御
用
人
並
を
勤
番
組
之
頭
並
、
寄
合
頭

取
を
一
等
勤
番
組
頭
取
と
改
称
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な

布
達
も
同
時
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
小
　
　
　
懸
り

　
　
　
　
　
　
御
用
人
江

　
　
其
方
共
役
名
唱
替
被
　
令
候
二
付
而
者
支
配
組
頭
之
義
者
勤
番
組
頭
取
と
唱
替
、

　
　
其
余
右
二
准
し
唱
替
候
上
可
被
申
聞
候
、
尤
席
御
役
金
之
義
者
何
れ
も
是
迄
之

　
　
通
可
被
下
相
心
得
候
事

　
　
　
　
　
　
寄
合
頭

　
　
　
小
普
請
懸

　
　
　
　
　
　
御
用
人

　
　
寄
合
並
御
用
人
支
配
組
之
者
、
府
中
其
外
　
御
城
勤
番
被
　
命
、
依
之
以
来
一

　
　
同
勤
番
組
と
相
唱
、
尤
寄
合
之
分
者
一
等
勤
番
　
御
目
見
以
上
之
分
者
二
等
勤

　
　
番
、
御
目
見
以
下
之
分
者
三
等
勤
番
と
可
相
唱
候

　
　
　
但
右
勤
番
組
之
面
々
江
其
場
所
々
こ
お
い
て
拝
借
地
被
　
命
、
或
者
御
長
屋

　
　
　
御
貸
渡
可
被
成
候

　
　
右
之
通
被
　
命
候
間
、
其
段
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　

（中
略
）

　
　

十
二
月
廿
七
日
平
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
覚

　
　
是
迄
支
配
世
話
取
扱
重
立
取
締
者
二
等
勤
番
組
世
話
取
扱
重
立
取
締
と
唱
替
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
　
其
余
右
二
准
し
唱
替
候
義
と
可
被
心
得
候
事

　

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
寄
合
・
御
用
人
支
配
組
は
勤
番
組
と
改
称
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
元
寄
合
は
一
等
勤
番
、
元
御
用
人
支
配
の
う
ち
御
目
見
以
上
（
旗
本
）

は
二
等
勤
番
、
御
目
見
以
下
（
御
家
人
）
は
三
等
勤
番
と
区
別
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

野
雄
三
郎
ら
御
用
人
支
配
組
頭
は
勤
番
組
頭
取
と
改
称
さ
れ
た
。
御
用
人
支
配
世
話

取
扱

は
二
等
勤
番
組
世
話
取
扱
と
改
め
ら
れ
、
以
下
の
役
職
名
も
そ
れ
に
準
じ
た
ら

し
い
。
元
寄
合
を
担
当
す
る
一
等
勤
番
組
頭
取
に
対
し
、
二
等
勤
番
組
頭
取
・
三
等
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勤
番
組
頭
取
と
い
う
役
名
も
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
史
料
上
は
未
見
で
あ

る
が
、
御
目
見
以
上
を
担
当
す
る
二
等
勤
番
組
世
話
取
扱
に
対
し
、
御
目
見
以
下
を

担
当
す
る
三
等
勤
番
組
世
話
役
と
い
う
名
称
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
勤
番
組
へ
の
改
編
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
無
禄
移
住
者
に
は
、
元
高
に
対
応
し

五
人

扶
持
か

ら
一
人
半
扶
持
ま
で
、
五
段
階
の
扶
持
米
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

最
低
限
の
収
入
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
生
計
を
立
て
る
た
め
各
人
が
勝
手

に
農
工
商
を
営
む
べ
し
と
の
達
を
出
し
て
い
た
一
〇
月
段
階
と
比
較
し
、
藩
は
大
き

く
方
針
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

　
勤
番
組
は
、
無
役
の
寄
合
・
小
普
請
に
藩
内
各
所
の
城
の
警
衛
と
い
う
仕
事
を
与

え
る
こ
と
に
よ
り
、
不
勤
で
は
な
く
「
勤
」
番
で
あ
る
と
み
な
し
、
扶
持
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
無
禄
移
住
者
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
制
度
と
い
え
る
。

　
年
が
明
け
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
正
月
一
三
日
、
ま
た
大
き
な
組
織
改
正
が

あ
っ
た
。
駿
河
・
遠
江
・
三
河
の
領
内
を
、
沼
津
・
小
島
・
府
中
・
田
中
・
掛
川
．

相
良
・
遠
州
横
須
賀
・
中
泉
・
浜
松
・
三
州
横
須
賀
・
赤
坂
の
＝
の
奉
行
所
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
奉
行
・
添
奉
行
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
表
7
が
そ
の
一
覧
で
あ

る
。
こ
の
奉
行
所
制
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
勘
定
頭
・
郡
奉
行
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の

配
下

に
い
た
地
方
役
は
奉
行
の
下
で
徴
税
や
民
政
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か

し
、
各
所
奉
行
は
地
方
支
配
を
担
当
し
た
だ
け
で
な
く
、
勤
番
組
を
も
管
轄
す
る

役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
地
方
関
係
以
外
の
、
「
各
所
奉
行
取
扱
候
廉
」
と
し
て
、

「地
方
二
不
拘
出
入
筋
」
「
土
地
警
衛
向
」
「
人
別
改
」
「
他
向
引
合
」
「
火
附
盗
賊
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

殺
其
外
掟
ヲ
破
候
者
吟
味
筋
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
二
年
二
月
の
記
録
で
は
、
一

等
二
二
六
人
、
二
等
一
四
九
〇
人
、
三
等
二
二
九
八
人
、
計
四
〇
一
四
人
の
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

が

「各
所
奉
行
支
配
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
奉
行
所
制
の
ね
ら
い
は
、
御
家
老
以
下
全
藩
士
を
＝
の
う
ち
の
ど
こ
か
に
割
り

付
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
割
付
地
の
決
定
は
く
じ
引
き
で
決
定
す
る
と
い
っ
た

達

も
出
さ
れ
て
お
り
、
居
住
地
に
関
す
る
平
等
性
を
は
か
る
と
の
思
惑
が
あ
っ
た
ら

し
い
。
二
月
二
一
日
に
は
、
「
陸
軍
学
校
頭
取
井
重
立
取
扱
始
役
々
其
他
生
徒
弐
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

五

十
六
人
者
府
中
を
始
十
一
ケ
所
江
分
割
い
た
し
」
云
々
と
い
う
達
が
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
陸
軍
局
が
一
手
に
移
住
し
た
沼
津
に
つ
い
て
も
例
外
を

認
め

ず
、
兵
学
校
の
教
職
員
・
生
徒
ら
に
つ
い
て
は
改
め
て
各
所
へ
割
り
振
る
予
定

だ

っ

た
。
し
か
し
、
す
で
に
学
校
で
の
仕
事
や
授
業
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
、
割
付

表7　明治2年正月駿河府中藩の各所奉行所幹部

担当地 奉　　行 添　奉　行 支配組頭 支　配　調　役

府　　　中 中台信太郎 山田虎次郎

山本長次郎　※

竹川龍之助（同

勤方）・杉亨二

（同格支配調役）

高木哲蔵・亀井文次郎・柴田勇橘・筒井良左衛門・松

下次郎左衛門・坂井徳之助・山口錫次郎・山中福永

浜　　　松 井上　八郎 田村　弘蔵
成瀬鐘次郎・駒井金三郎・上野正三郎・瀧口小一郎・

原田肇

掛　　　川 岩田　緑堂 内藤七太郎 星田新蔵・青木陽蔵・直江左太夫・長田幸之進

遠州横須賀 男谷勝三郎 石川　周二 松野三平次・敷山篤次郎

赤　　　坂 大久保樫軒 平岩金左衛門 高木与惣左衛門・保木旗之助・山本覚太郎

田　　　中 高橋　伊勢 高力　晴江
石原孫助・大久保次郎右衛門・山内勝郎・高沢於兎

進・朝比奈藤八郎・長谷川又市・比留半蔵

相　　　良 山高慎入郎 依田　素一 石原厳之丞・三田岐麓・加藤金四郎・山田尤金次

三州横須賀 桜井庄兵衛 新見　史雄 高山良之助・石川将之輔・岡松錦太郎・岡田甲子太郎

中　　　泉 前島　来輔 渕辺　徳蔵 高橋陽之助・長兵庫・山岡精次郎・萩原保次郎

小　　　島 林　又三郎 水沢　主水 永井隼之助・川勝藤兵衛・久野伊兵衛・松平飯之助

沼　　　津 阿部邦之助 小川達太郎 平野雄三郎・北脇弥七郎・上條元之助・後藤左兵衛

「駿藩各所分配姓名録」、「正月十三日御役替（職員録）」、平野家文書D－7「（駿河移住・勤番組関係達）」より作成
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地
の

変
更
は
無
理
で
あ
り
、
事
実
上
、
沼
津
の
陸
軍
局
は
独
立
性
を
保
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
沼
津
に
は
明
治
二
年
前
半
段
階
で
勤
番
組
が
置
か
れ
な
か
っ
た

　
　
　
（
3
9
）

と
さ
れ
る
が
、
二
等
が
富
士
・
駿
東
郡
合
わ
せ
て
二
二
一
人
、
三
等
が
富
士
郡
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

六

人
、
駿
東
郡
一
四
八
人
と
い
う
、
正
月
一
八
日
付
の
調
べ
が
あ
る
の
で
、
沼
津
周

辺

に
入
り
込
ん
だ
無
禄
移
住
者
が
皆
無
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

　
さ
て
、
勤
番
組
を
配
下
に
置
い
た
各
所
奉
行
所
は
、
そ
の
幹
部
を
勤
番
組
幹
部
が

兼
任
す
る
例
が
多
か
っ
た
。
小
島
奉
行
林
又
三
郎
・
田
中
奉
行
高
橋
伊
勢
・
浜
松
奉

行
井
上
八
郎

は
勤
番
組
之
頭
、
赤
坂
添
奉
行
平
岩
金
左
衛
門
は
勤
番
組
之
頭
並
、
沼

津
添
奉
行
小
川
達
太
郎
・
中
泉
添
奉
行
田
村
弘
蔵
は
二
等
勤
番
組
頭
取
、
田
中
添
奉

行
高
力
主
計
・
遠
州
横
須
賀
添
奉
行
石
川
周
二
・
相
良
添
奉
行
依
田
伊
勢
は
一
等
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

番
組
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
平
野
雄
三
郎
は
、
二
月
五
日
に
沼
津
奉
行
支
配
調
役

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
勤
番
組
が
小
普
請
支
配
組
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
以
上
、
当

然
で
は
あ
る
が
、
他
の
奉
行
所
の
同
役
に
は
陸
海
軍
奉
行
並
支
配
組
ー
留
守
居
支
配

組
ー
御
用
人
支
配
組
以
来
の
顔
な
じ
み
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
注
意
す
べ

き
は
、
江
戸
に
い
た
頃
の
留
守
居
支
配
組
の
八
組
合
は
駿
河
移
住
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ

ラ
と
な
り
、
ま
っ
た
く
そ
の
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
雄
三
郎
も
か

つ
て

の
配
下

た
ち
と
は
引
き
離
さ
れ
、
次
々
に
新
た
な
配
属
先
に
移
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
野
雄
三
郎
の
履
歴
を
見
て
い
て
理
解
し
に
く
い
の
は
、
沼
津
奉
行

支
配
調
役
に
就
任
す
る
前
、
二
年
正
月
一
三
日
に
更
番
組
頭
取
に
任
命
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
各
所
奉
行

　
　
　
　
　
同
添
奉
行
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
番
組
頭
取

　
　
更
番
組
頭
取
被
　
命
之
、
席
御
広
敷
番
之
頭
之
次
、
御
役
金
百
五
十
両
被
下
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
番
組
世
話
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
番
組
手
附
出
役

更
番
組
被
　
命
之
、
席
御
事
蹟
調
役
之
次
、
御
役
金
七
十
両
被
下
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勤
番
組
世
話
役

更
番
組
並
被
　
命
之
、
席
御
賄
勘
定
役
之
次
、
御
役
金
五
十
両
被
下
之

　
　
　
　
　
　
　
江

勤
番
組
之
者
一
同
其
方
共
支
配
被

命
候
間
、
得
其
意
其
段
可
被
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
江

　
　
此
度
被
　
命
候
更
番
組
之
者
共
義
者
勤
番
組
之
者
夫
々
各
所
奉
行
へ
引
渡
候
迄

　
　
是
迄
之
通
御
用
向
為
取
扱
候
様
可
被
致
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
　
右
之
通

白
戸
石
介
大
久
保
弾
正
へ
相
達
候
間
可
被
得
其
意
候
事

　
と
い
う
の
が
更
番
組
と
い
う
組
織
が
誕
生
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に

よ
る
と
す
べ
て
の
勤
番
組
が
更
番
組
に
組
織
替
え
し
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
そ

の

後

も
勤
番
組
の
名
称
は
続
く
わ
け
で
あ
り
、
勤
番
組
の
中
の
一
部
が
更
番
組
と

な
っ
た
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
更
番
組
に
関
し
て
は
、
遊
撃
隊
か
ら
大
番
組
（
明
治
元
年
九
月
遊
撃
隊
か
ら
改
称
）

に
属
し
駿
河
に
移
住
、
明
治
二
年
二
月
一
七
日
更
番
組
と
改
称
、
浜
松
奉
行
井
上
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

郎
附
属
と
な
っ
た
と
い
う
山
本
政
恒
の
履
歴
を
も
と
に
、
遊
撃
隊
ー
大
番
組
ー
更
番

組

と
い
う
変
遷
を
た
ど
り
、
最
終
的
に
三
年
（
一
八
七
〇
）
八
月
に
勤
番
組
に
編
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

さ
れ
た
と
す
る
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
年
六
月
の
別
の
史
料
に
は
、
大
番
組
と

は
別
に
、
更
番
組
頭
取
五
人
（
役
料
一
五
〇
両
）
、
更
番
組
四
二
人
（
役
料
七
〇
両
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

更
番
組
並
七
三
人
（
役
料
五
〇
両
）
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
平
野
雄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

の

書
き
残
し
た
史
料
や
そ
の
他
の
史
料
に
記
さ
れ
た
更
番
組
の
個
人
名
は
、
大
番
組

（遊
撃
隊
）
と
は
一
致
せ
ず
、
右
に
紹
介
し
た
説
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
明
治
二
年
五
月
「
御
入
国
御
人
数
町
宿
帳
」
に
は
、
約
二
〇
九
〇
名
の
移
住
者
氏

名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
「
更
番
組
」
「
交
番
組
」
「
二
等
吏
番
組
」

（吏
は
更
の
間
違
い
か
）
と
い
っ
た
肩
書
き
を
持
っ
た
も
の
が
あ
る
。
「
更
」
も
「
交
」
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も
、
交
代
す
る
、
入
れ
替
わ
る
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
で
、
更
番
組
と
は
、
勤
番

組
の

中
か
ら
交
代
で
選
ば
れ
た
要
員
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
別
の

　
（
4
8
）

史
料
に
は
、
「
浜
松
奉
行
附
属
更
番
組
取
締
役
小
山
鎌
之
丞
」
と
い
っ
た
名
乗
り
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
所
奉
行
に
付
属
し
た
ら
し
い
。

　
更
番
組
の
正
体
は
不
明
で
あ
る
が
、
雄
三
郎
の
記
録
に
見
る
限
り
、
東
京
藩
邸
の

警
備
な
ど
を
担
当
す
る
勤
番
組
の
別
働
隊
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
二
年
二
月
時
点

で
、
更
番
組
に
は
頭
取
以
下
役
々
が
一
九
人
、
所
属
者
（
更
番
組
）
が
一
九
四
人
い

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
相
良
勤
番
組
栗
原
要
三
郎
の
履
歴
明
細
短
冊
に
は
、
明

治
二
年
「
八
月
廿
三
日
更
番
組
御
廃
止
二
付
」
三
等
勤
番
組
を
命
じ
ら
れ
る
と
あ
り
、

そ
の
廃
止
時
期
が
判
明
す
る
。

⑤
陸
軍
生
育
方
と
勤
番
組

　
明
治
二
年
八
月
・
九
月
、
静
岡
藩
は
大
規
模
な
藩
制
改
革
を
断
行
し
た
。
元
高
に

応

じ
た
扶
持
米
が
一
〇
人
扶
持
か
ら
三
人
扶
持
ま
で
の
七
段
階
に
増
額
さ
れ
た
ほ
か
、

各
所
奉
行
所
が
廃
止
さ
れ
、
勤
番
組
制
度
に
も
大
改
変
が
加
え
ら
れ
、
一
層
の
整
備

が

な
さ
れ
た
。
勤
番
組
の
配
置
場
所
は
、
沼
津
・
小
島
・
静
岡
・
田
中
・
掛
川
・
相

良
・
横
須
賀
・
浜
松
・
赤
坂
の
九
箇
所
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
勤
番
組
之
頭
、
同
並
、

世
話
役
頭
取
、
世
話
役
な
ど
が
任
命
さ
れ
た
。

　
平
野

雄
三
郎
は
、
九
月
二
八
日
、
以
下
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
、
沼
津
奉
行
支
配

調
役
か
ら
沼
津
勤
番
組
之
頭
附
属
と
な
っ
た
。

　
　

（朱
書
）
「
九
月
廿
八
日
砂
殿
被
申
渡
、
名
代
中
村
唯
一
郎
」

　
　
　
　
　
　
申
渡

　
　
　
元
沼
津
奉
行
支
配
調
役

　
　
　
同
　
　
　
　
並

　
　
　
同
　
　
　
　
定
役

　
　
　
同
　
　
　
　
定
役
下
役

　
　
　

同
　
　
　
　
下
番

　
　
　

同
　
　
　
　
手
附
御
雇

　
　
右
御
廃
止
二
付
御
役
御
免
被
成
候
旨
戸
川
平
太
殿
被
申
渡
候
、
尤
勤
番
組
惣
人

　
　

数
規
則
相
立
候
迄
沼
津
勤
番
組
之
頭
附
属
申
渡
之

　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
　
　
巳
九
月

　
更
番
組
頭
取
就
任
か
ら
わ
ず
か
の
期
間
で
沼
津
奉
行
支
配
調
役
に
転
じ
た
雄
三
郎

は
、
二
月
二
三
日
静
岡
か
ら
沼
津
に
移
り
、
正
見
寺
・
上
土
町
日
野
屋
伊
兵
衛
方
を

経

て
、
蓮
光
寺
を
仮
住
ま
い
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
一
月
二
日
、
沼
津
城
内
の

御
殿
に
お
い
て
沼
津
勤
番
組
之
頭
支
配
世
話
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
沼
津
勤
番
組
の
場

合
、
頭
白
戸
砂
（
石
介
）
の
下
、
一
か
ら
十
九
の
頬
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
編
成
が

表

8
で
あ
る
。
各
頬
は
世
話
役
頭
取
（
単
に
頭
取
と
も
）
に
統
率
さ
れ
た
が
、
世
話

役
は
世
話
役
頭
取
の
下
で
頬
の
半
分
を
担
当
し
た
。
雄
三
郎
は
、
十
七
番
頬
の
世
話

役
で
あ
り
、
頭
取
後
藤
重
次
郎
を
補
佐
し
、
相
役
深
沢
七
十
人
と
と
も
に
頬
の
半
分

ず
つ
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

　
九

月
九
日
付
で
藩
が
示
し
た
方
針
で
は
、
勤
番
組
に
は
、
一
〇
〇
人
に
一
人
の
世

話
役
頭
取
、
五
〇
人
に
一
人
の
世
話
役
、
五
人
に
一
人
の
世
話
役
助
を
置
き
、
総
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

員
を
伍
々
に
組
み
立
て
る
と
さ
れ
て
い
る
。
表
9
は
、
二
年
一
〇
月
時
点
で
の
田
中

勤
番
組
の
例
で
あ
る
が
、
二
番
頬
に
つ
い
て
内
部
の
細
か
な
編
成
が
判
明
し
て
い
る
。

世
話
役
頭
取

日
高
圭
三
郎
の
下
、
二
人
の
世
話
役
福
島
寅
吉
・
飯
田
由
太
郎
が
そ
れ

ぞ
れ
右
半
頬
・
左
半
頬
と
称
し
て
頬
内
を
二
分
し
て
担
当
し
、
さ
ら
に
各
半
頬
内
は

五
名
ず
つ
か
ら
な
る
一
〇
の
組
合
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
五
名
の
中
か
ら
世
話
役
助

（介
）
一
名
が
選
出
さ
れ
、
組
合
を
ま
と
め
て
い
た
。

　
頬

と
は
、
「
側
」
と
記
し
た
文
書
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
か
わ
」
「
が
わ
」
と
発
音

し
た
ら
し
い
が
、
旧
幕
時
代
か
ら
続
く
組
織
の
編
成
単
位
で
あ
る
。
表
8
の
氏
名
の

（

）
内
は
、
各
人
の
住
所
を
原
史
料
に
記
さ
れ
た
通
り
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
見
て
気
付
く
の
は
、
同
じ
頬
だ
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
地
理
的
に
近
い
範

囲
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
数
の
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表8　沼津勤番組の編成

明治2年12月頃 明　治　4　年　頃

（世話役）頭取 世　　　話　　　役 （世話役）頭取 世　　話　　役

一 番頬
高木幹枝（中原御長や）［河

津三郎太郎］
神田慎八（間門）’吉田周平（中原） 高木幹枝 神田慎八・吉田周平

二番頬 吉田泰門 信沢菊三（中原）・柳田源次郎 坂本復之（自家作） 朝比奈治平・大塩慎一

三番頬 坂本復之（香貫）
青木五十五郎（ニタ瀬川）［高木幹枝コ・稲垣真

人（中原）
吉田泰門（中原） 高原喜満太・布施七郎

四番頬 大木鋳太郎 金田三三［小高政太郎］・高原喜満太 上條上（自家作） 金田三三・青木五十五郎

五番頬 渡辺義三（万野原） 大島万・篠原活三 渡辺義三（万野） 大島万・篠原活三

六番頬 山本晋寿（三枚橋）
榎本三五郎・小出安次郎・朝口口治平（以上万

野）
山本晋寿（万野） 榎本三五郎・坂部三十郎

七番頬 小川栄次郎（沢田） 甲田郡平・五十嵐文平 小川栄次郎（椎路・小林） 甲田郡平・五十嵐文平

八番頬 小林昇平（沢田） 水野小伝次・小西清五郎 守山栄造（長久保） 垣屋義郎・信沢菊三

九番頬 今西可師太郎（片羽）
渡辺鉄三郎（沢田御長や）・小西敬三（香貫ば

んバ）
今西可師太郎（中沢田） 渡部鉄三郎・相原脩平

十番頬 松尾儀三郎（大スワ） 永谷平七郎・遠藤鎌五郎 小西敬三 永谷平七郎・飯田藤次郎

十一番頬 古矢鉄五郎（岡之宮） 岡田孝三・篠崎健三（御添地廿四番） 古矢鉄五郎（万野） 岡田孝三・篠崎健三

十二番頬 近藤宗一郎 大塩慎一（間門）・川村草三 近藤宗一郎 川村平三・田村透

十三番頬 角田帰一 中林金三（町方廿八番）・押田弥三郎 角田帰一 中林金三・押田弥三郎

十四番頬 守山栄造（香貫） 相原修平（御添地舟六番）・垣屋義郎（丸ノ内） 小林昇平（自家作） 水野小伝次・柳田源八郎

十五番頬 八田篤蔵（香貫） 上條上［余語禎吉］・飯田藤次郎（八幡） 八田篤蔵（自家作） 築山確郎［上條上］・遠藤鎌太郎

十六番頬 久保音次郎（香貫二瀬川）
富田太橘（片端）・土屋佐太郎（魚町・御添地

十八番）
久保音次郎 富田太橘・土屋佐太郎

十七番頬 後藤重次郎（片羽） 平野雄三郎・深沢七十人 後藤重次郎 鈴木義一郎・大草加三二

十八番頬 古田新十郎 ［大谷内龍五郎・上條上］ 平野雄三郎 菅野杣蔵・矢田半平

十九番頬 加藤栄三 菅野杣蔵

平野家文書D－7「（駿河移住・勤番組関係達〉」、D－11「（静岡藩勤番組関係日記・布達）」より作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表9　明治2年10月　田中勤番組の編成

世話役頭取 世　　話　　役 世　　話　　役　　助

一 番頬 飯高　勝彦 石塚又一郎・島田庄五郎

二番頬 日高圭三郎

福島寅吉（二番右半頬）

村山賢七郎（一番組合）・遠藤源蔵（二番組合）・皆川栄五郎（三番組合）・佐藤

竹蔵（四番組合）・神谷八平（五番組合）・広瀬専吾（六番組合）・松住国三郎（七

番組合）・古沢釧三郎（八番組合）・斎藤五郎（九番組合）・中込鋏五郎（十番組

合）

飯田由太郎（二番左半頬）
尾上貫三・前橋源五郎・高橋弥作・野口貞造・小林啓太郎・栗原小太郎・丸山平

次郎・小池又次郎・庄司嘉久三郎・斎藤源吾

三番頬 瀧川　虎雄 大塚唯一郎・登沢窟

四番頬 横山　半造 鍋田鐘三・菅沼八郎次

五番頬 石原　孫一 岡本操・佐藤吉十郎

六番頬 大久保純一 浜野岩雄・中西関次郎

七番頬 杉浦万太郎 倉林米太郎・松本欣太郎

八番頬 相川鎌左右 平塚左平太・上野輪三郎

九番頬 高月於兎太 渡辺隼太・宮田作五郎

十番頬 長谷川又一 磯甚一郎・渡辺三郎

「静岡藩御達留　一」（東京大学史料編纂所所蔵）より作成
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［小普請の軍事的再編と静岡藩勤番組への帰着］・一樋口雄彦

表10　明治元年12月段階の陸軍生育方の編成

役　　　職 氏　　　　名 前　　歴（慶応4年7月）
頭取 立田政吉郎（彰信） 大砲組之頭並

壱番・弐番頬 〈御書院組〉

取締 瀧川主殿（虎雄〉 陸軍用取扱

世話役 大木式部 広間組頭取
肝煎 登沢祐右衛門 広間組旗役三　番　頬
肝煎 村田九八郎 広間組蕎導
肝煎 武島源八郎 広間組習導

肝煎 中江由之輔

取締 横山半左衛門（半造） 広間組之頭並
世話役 鍋田八（三）郎右衛門 広間組頭取
肝煎 菅沼八之丞（助） 広間組差図役

四　番　頬 肝煎 岩間誓之助

肝煎 渡辺次郎左衛門 広間組卿導

肝煎 鈴木作兵衛

肝煎 中尾祐太郎 広間組響導
取締 坂本復之助（復之） 陸軍用取扱
（一番組合）世話役 大木鋳太郎（親） 大砲組差図役頭取・改役
奇数肝煎 稲垣真之助（真人） 大砲組差図役下役・改役下役
偶数肝煎 小高政太郎 大砲組差図役下役
二番組合世話役 吉田太右衛門（泰門） 陸軍用取扱五　番　頬
奇数肝煎 高原保之輔（喜万多か） 大砲組差図役下役並・改役下役
偶数肝煎 柳田源八郎 大砲組差図役下役
三番組合世話役 高木幹枝

奇数肝煎 吉田周輔（周平） 大砲組差図役下役
偶数肝煎 信沢菊三 大砲組智導役
取締 日高圭三郎 陸軍用取扱
世話役 相川鎌左衛門 小筒組差図役並六　番　頬
奇数肝煎 矢田部徳之助 小筒組差図役下役並
偶数肝煎 平塚左兵衛 小筒組差図役下役
取締 杉浦万五郎（万太郎） 小筒組差図役

一番組合世話役 石橋又一郎

奇数肝煎 島田庄五郎 小筒組差図役下役
七　番　頬 偶数肝煎 松本欣太郎 小筒組差図役下役

二番組合世話役 倉林米太郎 小筒組差図役
奇数肝煎 清水辰三郎 小筒組差図役下役並
偶数肝煎 石田伝兵衛

取締 井上元七郎 陸軍用取扱

一番組合世話役 渡辺儀左衛門（義三） 小筒組差図役頭取
奇数肝煎 大島庄左衛門（万か）

偶数肝煎 篠崎活三
八　番　頬

二番組合世話役 山本晋之助（晋之丞・晋寿） 小筒組差図役下役改役下役
奇数肝煎 大塩瀧之丞

偶数肝煎 小出安次郎（元貞） 小筒組差図役下役
三番組合世話役 神田鎮之助 小筒組差図役
取締 小川栄次郎 小筒組差図役頭取

一番組合世話役 小林昇平（秀一） 小筒組差図役
奇数肝煎 甲田郡兵衛 小筒組差図役並

九　番　頬 偶数肝煎 五十嵐文平 小筒組差図役下役並
二番組合世話役 守山栄造

奇数肝煎 水野小伝次 小筒組差図役並
偶数肝煎 小西清五郎 小筒組差図役下役
取締 今西可師太郎（相一） 陸軍用取扱

一番組合世話役 松尾儀三郎（一衛） 小筒組差図役
奇数肝煎 渡辺鉄三郎 小筒組差図役並

拾　番　頬 偶数肝煎 永谷平七郎

二番組合世話役 小西数馬（敬之） 小筒組差図役頭取
奇数肝煎 相原條（脩）平

偶数肝煎 近（遠）藤鎌太郎 小筒組差図役下役
取締 古矢鉄五郎（秀之） 小筒組差図役

一番組合世話役 近藤惣兵衛（宗一郎・宗一） 小筒組差図役頭取
奇数肝煎 岡田信之助（孝三か）

拾一番頬 偶数肝煎 築島縫之丞（篠崎鍵之丞・鍵三） 小筒組差図役下役並
二番組合世話役 角田玄之進（帰一） 小筒組差図役
奇数肝煎 中林金之丞（金三か） 小筒組差図役下役
偶数肝煎 川村平之丞（平三か） 小筒組差図役下役

「御達し留　陸軍学校教授方井生育方役々名面　見聞諸雑心覚」（栗原家文書）他より作成

改名後の名前（推定も含む）、誤記の訂正は（）に入れた。
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長
屋
が
建
設

さ
れ
密
集
度
の
高
い
居
住
地
と
な
っ
た
万
野
原
（
現
富
士
宮
市
）
や
東

沢

田
村
（
現
沼
津
市
金
岡
地
区
）
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
地
域
性
が
見
て
取
れ
る

頬

も
あ
る
が
、
沼
津
城
下
や
そ
の
ご
く
近
隣
村
落
の
場
合
は
、
各
頬
の
所
属
者
が
入

り
乱
れ
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
駿
河
移
住
は
大
変
な
混
乱
の
中
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
住
居
の
選
定
は
、
藩
当
局
や
所
属
組
織
の
統
一
的
な
意
向
よ
り
も

個
々
人
の
都
合
や
受
け
入
れ
側
の
事
情
な
ど
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

静
岡
藩
の
勤
番
組
と
は
出
自
を
同
じ
く
す
る
存
在
に
、
朝
臣
と
な
り
東
京
に
留

ま
っ
た
不
勤
旧
幕
臣
の
組
織
で
あ
る
、
行
政
官
支
配
・
行
政
官
附
が
あ
る
が
、
そ
の

内
部
も
地
縁
的
集
団
で
は
な
い
頬
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

　
（
5
3
）

い

る
。
東
京
残
留
者
で
あ
る
行
政
官
支
配
附
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
、

旧
幕
時
代
以
来
、
頬
の
編
成
原
理
は
、
属
地
主
義
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た

　
　
　
（
5
4
）

の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
野
雄
三
郎
が
属
し
た
沼
津
勤
番
組
で
あ
る
が
、
田
中
勤
番
組
と
と

も
に
、
藩
内
他
所
の
勤
番
組
と
は
成
立
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ

う
に
、
沼
津
に
は
陸
軍
局
が
独
自
に
集
住
し
た
か
ら
で
あ
る
。
旧
幕
府
の
陸
軍
に
属

し
た
兵
士
や
そ
の
幹
部
た
ち
は
、
沼
津
と
田
中
を
移
住
地
と
し
、
「
陸
軍
解
兵
御
仕

方
書
」
（
慶
応
四
年
八
月
制
定
）
な
る
土
着
・
学
校
設
立
方
針
を
定
め
て
い
た
。
い

わ
ば
、
陸
軍
局
は
、
一
般
の
藩
士
・
無
禄
移
住
者
と
は
別
に
、
自
分
た
ち
だ
け
の
基

・

本
方
針
に
則
っ
て
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
局
の
う
ち
、
学
校
（
沼
津
兵
学
校
）

の
ス

タ
ッ
フ
・
生
徒
以
外
の
者
た
ち
は
、
陸
軍
生
育
方
（
後
に
単
に
生
育
方
と
改
称
）

と
称
し
、
非
常
時
に
兵
士
と
し
て
動
員
さ
れ
る
時
を
除
き
、
平
時
は
村
落
に
土
着
し
、

農
業
・
商
業
等
に
従
事
し
自
活
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

　
こ
の
陸
軍
生
育
方
の
明
治
元
年
一
二
月
時
点
で
の
陣
容
を
示
し
た
の
が
表
1
0
で
あ

る
。
ト
ッ
プ
の
生
育
方
頭
取
の
下
、
一
か
ら
十
一
番
ま
で
の
頬
が
あ
り
、
各
頬
は
取

締
が
統
率
し
た
。
頬
は
二
つ
程
度
の
組
合
に
分
け
ら
れ
、
組
合
に
は
世
話
役
が
置
か

れ

た
。
さ
ら
に
組
合
は
偶
数
・
奇
数
に
二
分
さ
れ
、
肝
煎
が
担
任
し
た
。
具
体
例
を

あ
げ
れ
ば
、
九
番
頬
二
番
組
合
奇
数
所
属
の
二
四
名
が
、
沼
津
城
内
添
地
・
沼
津

宿
・
上
香
貫
村
・
我
入
道
村
・
日
吉
村
・
中
沢
田
村
・
西
沢
田
村
・
東
椎
路
村
・
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

椎
路
村

と
い
っ
た
各
地
に
分
散
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
陸
軍
生
育

方
の
頬
も
地
域
単
位
で
厳
密
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
注
意
す
べ
き
は
、
陸
軍
生
育
方
の
所
在
地
は
沼
津
近
辺
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し

い

こ
と
で
あ
る
。
一
番
頬
と
二
番
頬
は
書
院
組
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
書
院
組
が
実

際

に
移
住
し
た
の
は
駿
府
（
静
岡
）
で
あ
る
。
ま
た
、
三
番
頬
・
四
番
頬
・
六
番
頬
・

七
番
頬
は
、
取
締
・
世
話
役
の
顔
ぶ
れ
が
後
に
田
中
勤
番
組
の
幹
部
に
な
っ
た
連
中

で

あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
、
元
年
段
階
で
す
で
に
沼
津
で
は
な
く
田
中
に
移
住
し
て

　
　
　
　
（
5
6
）

い

た
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
陸
軍
生
育
方
の
頬
う
ち
、
一
・
二
番
は
駿
府
、
三
・

四
・
六
・
七
番
は
田
中
、
五
・
八
・
九
・
十
・
十
一
番
は
沼
津
と
い
う
よ
う
に
分
散

し
て
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
田
中
移
住
の
士
が
記
録
し
た
元
年
一
一
月
の
史
料
に

「
当
所
詰
」
と
し
て
生
育
方
取
締
日
高
圭
三
郎
・
杉
浦
万
太
郎
以
下
の
名
前
が
あ
る

　
（
5
7
）

こ
と
や
、
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
天
皇
東
行
警
衛
の
た
め
沼
津
で
動
員
さ
れ
た
各

頬

の

人
数
が
、
五
番
頬
八
〇
名
、
八
番
頬
八
〇
人
、
九
番
頬
二
〇
人
、
十
番
頬
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

二

〇
人
、
十
一
番
頬
七
五
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。

　

二
年
九
月
の
藩
制
改
革
で
誕
生
し
た
沼
津
勤
番
組
は
、
こ
の
（
陸
軍
）
生
育
方
の

う
ち
沼
津
周
辺
の
頬
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
田
中
勤
番
組

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
表
1
0
と
表
8
・
9
と
の
顔
ぶ
れ
を
比
べ
れ
ば
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
沼
津
勤
番
組
の
世
話
役
頭
取
一
四
名
、
世
話
役
二
八
名
の
任
命
は
一
〇
月

　
　
　
　
　
（
5
9
）

一
三

日
で
あ
る
。
田
中
勤
番
組
の
頬
分
け
と
世
話
役
頭
取
以
下
の
任
命
は
一
〇
月
二

　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

九

日
に
行
わ
れ
た
。

　

沼
津
勤
番
組
の
場
合
、
一
〇
月
段
階
で
は
、
世
話
役
頭
取
の
人
数
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
頬
の
数
は
一
四
で
あ
っ
た
。
平
野
雄
三
郎
の
世
話
役
任
命
か
ら
み
て
、
そ

の

後
、
＝
月
に
は
頬
の
数
が
十
九
に
増
え
た
ら
し
い
。
一
四
で
も
生
育
方
時
代
の

頬
数

よ
り
も
多
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
九
に
ま
で
増
加
し
た
背
景
に
は
、
旧

幕
府
陸
軍
出
身
で
は
な
い
た
め
に
沼
津
近
辺
に
移
住
し
な
が
ら
生
育
方
（
陸
軍
局
）
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に

は
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
者
が
新
た
に
加
わ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
軍
出

身
で
は
な
い
平
野
雄
三
郎
が
属
す
こ
と
と
な
っ
た
十
七
番
頬
と
同
様
、
十
六
番
頬
も

雄
三

郎
と
は
小
普
請
支
配
組
以
来
の
間
柄
で
あ
る
久
保
音
次
郎
が
世
話
役
頭
取
に

な
っ
て
い
る
。
十
八
番
頬
は
彰
義
隊
の
残
党
か
ら
構
…
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
点
か
ら
も
、
十
五
か
ら
十
九
番
頬
は
、
元
生
育
方
以
外
の
者
を
中
心
に
編
成
さ

れ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
静
岡
藩
勤
番
組
の
総
数
は
、
二
年
二
月
段
階
の
四
〇
一
四
人

か

ら
四
年
八
月
に
は
一
〇
九
八
五
人
に
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
脱
走
・
帰
農
．
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

商
か
ら
の
復
籍
者
と
生
育
方
の
編
入
と
が
理
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
勤
番
組
の
所
属
員
は
、
静
岡
勤
番
組
か
ら
沼
津
勤
番
組
へ
所
属
替
え
し
た
り
、
同

じ
勤
番
組
内
で
も
他
の
頬
へ
移
動
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
頬
全
体

が
移
動

し
た
り
、
廃
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
沼
津
勤
番
組
は
、
二
年
段
階
の
一

九
頬
か

ら
四
年
（
一
八
七
一
）
段
階
で
は
一
八
頬
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明

治
三
年
所
属
員
が
遠
州
牧
之
原
へ
集
団
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
古
田
新
十
郎
が
世

話
頭
取
を
つ
と
め
た
十
八
番
頬
が
廃
止
さ
れ
、
十
九
番
が
新
た
な
十
八
番
に
な
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

　
四

年
二
月
二
五
日
に
は
十
一
番
頬
の
全
一
〇
四
名
が
万
野
原
へ
の
居
住
を
命
じ
ら

　
　
　
（
6
2
）

れ
て

い

る
。
こ
れ
は
、
沼
津
近
辺
の
住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め
、
万
野
原
に
長
屋
が

建
設

さ
れ
た
の
に
伴
い
、
追
加
移
住
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
万
野
原
移
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

は
、
初
回
の
一
一
三
名
か
ら
、
三
次
に
わ
た
り
移
住
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
頬
の
移

転

は
、
陸
軍
生
育
方
時
代
に
も
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。
一
部
し
か

実
行

さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
二
年
八
月
五
日
に
は
、
小
川
栄
次
郎
・
今
西

可
師
太
郎
頬
が
愛
鷹
山
根
方
へ
、
井
上
元
七
郎
頬
が
富
士
郡
万
野
へ
、
滝
川
虎
雄
頬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

が
遠

州
中
泉
へ
、
日
高
圭
三
郎
頬
が
遠
州
浜
松
へ
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
役
員
の
配
属
替
え
も
あ
っ
た
。
平
野
雄
三
郎
は
、
四
年
二
月
二
四
日
沼
津
勤
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

之
頭
並
天
野
民
七
郎
か
ら
世
話
役
頭
取
へ
の
昇
進
を
達
せ
ら
れ
た
。
い
っ
し
ょ
に
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

番
頬
世
話
役
だ
っ
た
小
西
敬
三
が
十
番
頬
世
話
役
頭
取
に
進
ん
で
い
る
。
雄
三
郎
は

十
入
番
頬
の
担
当
と
な
り
、
沼
津
か
ら
富
士
郡
厚
原
村
（
現
富
士
市
）
へ
転
居
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

こ
と
に
な
る
。
役
宅
は
厚
原
村
の
元
旗
本
松
平
氏
陣
屋
で
あ
っ
た
。

　
十
八
番
頬
は
、
役
々
を
含
め
二
五
名
で
あ
り
、
う
ち
自
家
作
は
三
九
名
で
あ
っ

（6
8
）
た
。
七
六
名
は
他
家
に
同
居
し
た
り
、
寺
院
や
百
姓
家
な
ど
に
間
借
り
を
し
て
い
た

の
だ

ろ
う
。
所
属
者
は
、
東
は
富
士
郡
中
里
村
（
現
富
士
市
）
か
ら
西
は
富
士
川
端

の
精
進
川
村
（
現
富
士
宮
市
）
の
広
い
範
囲
に
散
在
し
て
お
り
、
市
在
見
廻
方
を
兼

勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
世
話
役
介
四
名
の
仕
事
が
な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

せ
め

て

手
当
を
増
額
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
四
年
六
月
に
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
年
五
月
に
は
、
取
り
締
ま
り
が
行
き
届
く
よ
う
、
移
住
者
の
孤
立
を
防
ぎ
、
頬
内

の

「
同
心
協
力
親
睦
」
を
は
か
る
た
め
に
も
、
吉
原
宿
辺
に
長
屋
を
建
設
し
て
ほ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

い
と
の
願
書
も
出
さ
れ
た
。

　
雄
三
郎
の
十
八
番
頬
に
関
連
し
興
味
深
い
の
は
、
隣
接
す
る
小
島
勤
番
組
の
存
在

で

あ
る
。
一
般
的
に
は
、
沼
津
勤
番
組
は
富
士
川
以
東
の
富
士
郡
・
駿
東
郡
を
管
轄

し
、
小
島
勤
番
組
は
富
士
川
以
西
の
庵
原
郡
を
管
轄
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

年
（
一
八
七
〇
）
五
月
頃
の
小
島
勤
番
組
側
の
史
料
に
よ
る
と
、
所
属
者
が
富
士
郡

の

松
岡
・
平
垣
・
柚
木
・
本
市
場
・
蓼
原
・
横
割
・
十
兵
衛
・
水
戸
島
・
川
成
島
・

五
貫
島
・
宮
島
・
柳
島
・
鮫
島
・
藤
間
と
い
っ
た
村
々
に
止
宿
し
て
い
た
た
め
、
扶

持
米
の
渡
し
場
所
が
庵
原
郡
蒲
原
宿
の
ほ
か
、
富
士
郡
中
ノ
郷
村
に
も
設
定
さ
れ
て

い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
沼
津
勤
番
組
と
小
島
勤
番
組
は
、
地
理
的
に
き
っ
ち
り
と

線
引
き
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
入
り
組
み
状
態
は
解
消
さ

れ

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
く
、
四
年
四
月
に
は
、
小
島
勤
番
組
か
ら
沼
津
勤
番
組
十

八
番
頬
に
割
り
替
え
に
な
っ
た
四
〇
余
名
の
扶
持
米
渡
し
場
所
に
関
し
、
吉
原
宿
で

は
遠
い
の
で
本
市
場
村
か
平
垣
村
辺
に
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
嘆
願
が
出
さ
れ
て

　
（
7
2
）

い
る
。

　
二
年
九
月
の
改
革
で
陸
軍
の
不
勤
者
た
る
生
育
方
と
一
般
藩
士
の
不
勤
者
た
る
勤

番
組
と
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
育
方
が
担
っ
て
い
た
役
割
が
拡
大

す
る
形
で
、
勤
番
組
に
も
兵
士
予
備
軍
と
し
て
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
。
二
年
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

月
勤
番
組
之
頭
・
同
並
は
軍
事
掛
・
権
大
参
事
の
指
揮
下
に
入
り
、
「
今
日
之
職
務
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（
7
4
）

ハ

既
二
軍
事
二
関
係
」
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
た
。
士
官
候
補
で
あ
る
資
業
生
の
供

給
源

と
し
て
期
待
さ
れ
た
ほ
か
、
修
行
兵
と
い
う
名
の
下
士
官
候
補
を
交
代
で
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

出
す
な
ど
、
沼
津
兵
学
校
と
の
連
結
シ
ス
テ
ム
も
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
年
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

月
に
は
各
所
小
学
校
に
つ
い
て
も
勤
番
組
之
頭
が
支
配
す
べ
し
と
達
せ
ら
れ
、
勤
番

組

は
学
務
を
も
守
備
範
囲
と
し
た
。
日
記
か
ら
は
、
雄
三
郎
も
厚
原
小
学
校
の
開
校

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
と
は
い
え
、
勤
番
組
が
行
う
仕
事
の
多
く
は
、
生
活
に
汲
々
と
し
て
い
る
者
た
ち

の

面
倒
を
み
る
こ
と
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
二
年
九
月
の
勤
番
組
之
頭
あ
て
達
に
も
、

各
所
へ
「
貧
院
」
を
設
け
困
窮
者
の
扶
助
を
行
う
べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。

小
島
勤
番
組
で
は
三
年
（
一
八
七
〇
）
閏
一
〇
月
頃
に
「
職
業
所
」
を
開
設
、
貧
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

者
の
職
業
指
導
を
始
め
た
し
、
浜
松
で
は
す
で
に
三
年
四
月
に
勧
工
所
が
設
置
さ
れ

　
　
（
7
8
）

て

い

た
。
沼
津
勤
番
組
で
も
四
年
四
月
一
八
箇
条
か
ら
な
る
「
中
原
勧
業
所
規
則
」

を
定
め
、
沼
津
郊
外
上
香
貫
村
中
原
に
内
職
の
指
導
所
を
設
け
た
ほ
か
、
廃
藩
後
の

九
月
に
は
沼
津
宿
浅
間
町
に
産
業
所
会
所
を
新
設
し
、
内
職
品
の
売
捌
き
を
行
っ
て

　
（
7
9
）

い
る
。

　
陸
軍
兵
士
の
後
身
か
ら
成
る
沼
津
勤
番
組
す
ら
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
他
所

の

勤
番
組
に
関
し
て
も
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
勤
番
組
で
は
、
日
常
的
な
軍

事
調
練
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
沼
津
兵
学
校
へ
の
修
行
兵
派
遣
も
藩
内

の
全
勤
番
組
が
実
施
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
静
岡
藩
勤
番
組
の
業
務
は
、

不
勤
者
の
日
常
管
理
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
軍
事
力
と
し
て
の
実
態
を
持
つ
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
も
、
慶
応
三
年
の
小
普
請
再
教
育
・
軍
隊
化
構
想
の
段
階

か

ら
そ
れ
ほ
ど
進
歩
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑥
勤
番
組
の
廃
止
と
戸
籍
区

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
た
が
、
勤
番
組
は
す
ぐ
に
は

廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
一
月
に
は
駿
河
国
と
遠
江
国
が
分
県
さ
れ
、
静
岡
県
と
浜

松
県
が
成
立
し
た
。
そ
の
際
、
各
所
勤
番
組
之
頭
あ
て
に
、
住
所
の
相
対
替
え
や
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

居
の
願
書
は
二
五
日
ま
で
に
提
出
す
べ
し
と
布
達
さ
れ
て
い
る
。
一
二
月
、
沼
津
郡

方
掛
は
勤
番
組
之
頭
・
同
並
あ
て
に
、
戸
籍
法
の
布
令
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
ま
で
会

計
掛
・
学
校
掛
・
沼
津
学
校
掛
・
勤
番
組
が
別
々
に
「
進
退
」
し
て
い
た
土
地
・
士

族

に
つ
い
て
統
一
的
に
調
査
し
た
い
の
で
、
そ
の
旨
承
知
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
通

　
　
　
　
（
8
1
）

達
を
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

　
そ
し
て
五
年
（
一
八
七
二
）
正
月
二
五
日
、
勤
番
組
は
廃
止
さ
れ
た
。
静
岡
県
在

住
の
旧
幕
臣
た
ち
は
静
岡
県
貫
属
士
族
と
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
日
、
平
野
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

三
郎
は
沼
津
勤
番
組
之
頭
支
配
世
話
役
頭
取
を
差
免
と
な
っ
て
い
る
。
翌
二
六
日
、

勤
番
組
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た
各
所
小
学
校
は
、
文
部
省
の
指
令
に
も
と
づ
き
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

あ
え
ず
静
岡
学
校
（
静
岡
学
問
所
）
附
属
と
さ
れ
た
。

　
勤
番
組
の
幹
部
の
多
く
は
、
戸
籍
法
に
よ
る
戸
長
・
副
戸
長
に
任
命
さ
れ
、
引
続

き
士
族
の
管
理
を
委
ね
ら
れ
る
。
静
岡
県
に
は
八
一
の
戸
籍
区
が
、
浜
松
県
に
は
八

二
の

戸
籍
区
が
設
け
ら
れ
た
。
沼
津
城
下
で
は
、
最
初
、
沼
津
勤
番
組
之
頭
だ
っ
た

高
力
晴
江
が
第
十
四
区
戸
長
、
同
頭
並
だ
っ
た
天
野
民
七
郎
が
同
副
戸
長
に
任
命
さ

れ

た
。
田
中
城
下
の
第
七
十
五
区
で
は
元
田
中
勤
番
組
世
話
役
頭
取
滝
川
虎
雄
が
戸

長
、
同
杉
浦
万
太
郎
・
世
話
役
大
塚
唯
一
郎
・
同
渡
辺
三
郎
が
副
戸
長
、
隣
の
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

十
六
区
（
藤
枝
宿
）
で
も
世
話
役
福
島
寅
吉
が
副
戸
長
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
十
七

区
で
は
元
小
島
勤
番
組
之
頭
林
又
三
郎
、
同
並
大
久
保
止
が
そ
れ
ぞ
れ
戸
長
・
副
戸

　
　
　
　
（
8
6
）

長
に
な
っ
た
。
静
岡
近
辺
で
は
、
静
岡
勤
番
組
之
頭
並
由
利
元
十
郎
が
第
四
十
五
区

戸
長
、
同
世
話
役
頭
取
松
下
孫
十
郎
が
同
副
戸
長
に
就
任
し
た
の
は
当
然
と
し
て
、

朝
倉
藤
十
郎
（
少
参
事
・
監
正
掛
）
・
杉
浦
八
郎
五
郎
（
権
少
参
事
・
藩
庁
掛
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

第
五
十
七
区
・
第
四
十
七
区
戸
長
に
な
る
な
ど
、
藩
中
枢
に
い
た
幹
部
が
戸
長
に

な
っ
て
い
る
点
は
県
庁
所
在
地
と
し
て
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
浜
松
城
下
で
も
元
浜
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

勤
番
組
支
配
世
話
役
頭
取
堀
口
勘
蔵
が
第
六
十
九
区
戸
長
に
な
っ
て
い
る
。
新
居
勤

番
組
之
頭
並
平
岩
親
克
（
七
太
郎
）
は
第
八
十
一
区
副
戸
長
・
戸
長
、
同
世
話
役
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

取
小
菅
正
義
（
新
吾
）
は
同
区
副
戸
長
を
拝
命
し
て
い
る
。
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［小普請の軍事的再編と静岡藩勤番組への帰着ユ・一樋口雄彦

表11明治5年2月旧沼津勤番組管内（駿東郡・富士郡）で戸長になった1日幕臣

戸　籍　区（現市町村） 戸　　長（旧役職） 副　　戸　　長
士族人数

（5年9月）

第一区（沼津市大平・清水町等） 松尾一衛（十番頬頭取）

第二区（沼津市静浦地区） 吉田泰門（三番頬頭取）
137

第三区（沼津市楊原地区） 星野虚舟 高木幹枝（一番頬頭取）

第四区（長泉町等） 永谷平七郎（十番頬世話役）
305

第五区（裾野市佐野等）

第六区（御殿場市神山等） 松尾一衛（第一区兼勤）

9

第七区（御殿場市御殿場等）

第八区（小山町生土等）
0

第九区（小山町大御神等）

第十区（御殿場市柴怒田等）

第十一区（御殿場市印野等）
0

第十二区（裾野市御宿等） 信沢菊三（八番頬世話役）

第十三区（沼津市大岡・金岡） 今西相一（九番頬頭取）

第十四区（沼津城内）
坂本復之（二番頬頭取）［高

力晴江（沼津勤番組之頭）ユ

中村唯一郎・和田惣次郎（以上勤番組附

属俸禄掛）・奈佐鉱造（勤番組附属名籍

掛）・［天野民七郎（沼津勤番組之頭並）］

1，076

第十五区（沼津宿） 酒井泉吾（勤番組附属名籍掛）

第十六区（沼津市片浜地区） 大塩慎一（二番頬世話役）

第十七区（沼津市愛鷹・浮島） 小林秀一（十四番頬頭取） 176

第十八区（沼津市原地区） 近藤宗一（十二番頬頭取）

第十九区（富士市今井等）

第二十区（富士市吉原等） 古矢秀之（十一番頬頭取）
17

第二十一区（富士市比奈等）

第二十二区（富士市今泉等）
10

第二十三区（富士市厚原等） 矢田半平（十八番頬世話役）

第二十四区（富士市入山瀬等） 渡辺義三（五番頬頭取）
26

第二十五区（富士市大渕等）

第二十六区（富士宮市万野原等） 角田帰一（十三番頬頭取）
262

第二十七区（富士宮市淀師等）

第二十八区（富士宮市猪之頭等）

1

第二十九区（富士宮市上条等）

第三十区（富士宮市精進川等）
3

第三十一区（富士市上中里等）

第三十二区（富士市蓼原等）
17

第三十三区（富士市平垣等）

第三十四区（富士市岩本等）
25

「駿河国区画戸長副長名前」（大平原家文書・沼津市明治史料館所蔵）などより作成
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表
1
1
は
、
明
治
五
年
二
月
時
点
で
の
、
駿
東
郡
・
富
士
郡
の
戸
籍
区
に
お
い
て
戸

長
・
副
戸
長
に
就
任
し
た
元
沼
津
勤
番
組
役
職
者
の
一
覧
で
あ
る
。
沼
津
城
下
を
区

画
と
し
た
第
十
四
区
の
よ
う
に
、
全
住
民
が
旧
藩
士
で
あ
っ
た
エ
リ
ア
で
は
、
士
族

が
戸
長
・
副
戸
長
に
就
任
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
士
族
の
数
が
皆
無
か

ヒ
ト
ケ
タ
代
の
駿
東
郡
北
部
は
別
と
し
て
、
集
団
土
着
地
元
長
窪
・
笹
見
窪
を
含
む

第
四
区
・
第
十
三
区
の
ご
と
き
、
住
民
の
相
当
数
を
士
族
が
占
め
た
区
だ
け
で
な
く
、

士
族
が
僅
か

し
か
居
住
し
て
い
な
い
区
に
関
し
て
も
、
沼
津
近
郊
の
駿
東
郡
南
部
地

域
の
場
合
、
全
区
を
士
族
出
身
戸
長
が
押
さ
え
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
月
段
階
で
最
初
に
任
命
さ
れ
た
戸
長
に
は
平
民
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
翌
月
そ
れ
を
更
迭
し
士
族
出
身
者
を
任
命
し
直
し
た
結
果
で
あ
る
。
他
地
区
で

は
み
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
り
、
沼
津
周
辺
で
は
、
士
族
に
対
し
平
民
が
遠
慮
し
戸
長

就
任

を
辞
退
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
大
区
小
区
制
下
で
も
、
区
戸
長
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

任
者
に
お
け
る
士
族
優
位
と
士
族
の
別
扱
い
は
続
く
。

　
勤
番
組
と
い
う
身
分
集
団
が
存
在
し
た
地
域
で
は
、
士
族
・
平
民
を
差
別
な
く
取

り
扱
う
と
い
う
、
属
地
主
義
に
も
と
つ
い
た
戸
籍
法
や
地
方
制
度
の
理
念
は
す
ぐ
に

は
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

平
野
雄
三
郎
は
、
そ
の
履
歴
か
ら
い
っ
て
戸
長
に
就
任
し
て
も
お
か
し
く
は
な

か
っ
た
が
、
部
下
の
矢
田
半
平
に
第
二
十
三
区
戸
長
の
地
位
を
譲
っ
た
よ
う
だ
。
彼

は
、
一
村
民
と
し
て
明
治
二
十
年
代
に
い
た
る
ま
で
厚
原
村
に
住
み
続
け
た
。

　

な
お
、
五
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
、
山
梨
県
下
で
起
き
た
農
民
一
揆
の
鎮
圧
の

た
め
、
沼
津
か
ら
士
族
二
〇
〇
名
が
派
遣
さ
れ
る
が
、
そ
の
部
隊
は
狙
撃
隊
な
ど
四

分
隊
に
編
成
さ
れ
、
静
岡
県
の
官
員
の
ほ
か
、
「
隊
士
頭
取
」
と
し
て
元
十
番
頬
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

取
松
尾
一
衛
が
指
揮
に
あ
た
っ
た
ら
し
い
。
元
勤
番
組
の
士
族
た
ち
は
、
皮
肉
に
も

廃
藩
後
に
軍
隊
と
し
て
の
初
出
動
を
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
小
普
請
支
配
組
↓
軍
艦
奉
行
支
配
組
↓
海
軍
奉
行
並
支
配
組
↓
御
留
守
居
支
配
組

↓
御
用
人
支
配
組
↓
勤
番
組
と
い
う
軌
跡
を
た
ど
っ
た
平
野
雄
三
郎
の
履
歴
を
通
じ

て
、
無
役
の
幕
臣
集
団
が
静
岡
藩
勤
番
組
に
い
た
る
過
程
を
見
て
き
た
。

　
文
久
期
か
ら
始
ま
っ
た
幕
府
の
軍
制
改
革
の
波
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
幕

末
ギ
リ
ギ
リ
の
段
階
に
お
い
て
、
御
留
守
居
小
出
秀
実
・
井
上
義
斐
ら
が
目
論
ん
だ

小
普
請
の
洋
式
軍
隊
化
、
文
武
学
校
の
設
立
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
生
み
出
し
た
が
、

そ
れ
は
幕
府
倒
壊
に
よ
り
実
現
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
維
新
後
静
岡
藩
が
創
設
し

た
沼
津
兵
学
校
や
そ
の
基
盤
と
し
て
の
陸
軍
生
育
方
制
度
は
、
小
出
・
井
上
構
想
と

相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
旧
幕
府
の
陸
軍
局
を
直
系
の
祖
と
す
る
点
で
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

普
請
制
度
改
革
と
は
別
系
統
で
あ
っ
た
。

　
慶
応
四
年
前
半
期
、
旧
幕
府
・
徳
川
家
で
は
家
臣
団
の
リ
ス
ト
ラ
を
は
か
っ
た
結

果
、
新
た
に
無
役
と
な
る
者
が
激
増
、
そ
の
多
く
が
御
用
人
支
配
組
に
編
入
さ
れ
、

朝
臣
・
帰
農
商
者
を
切
り
離
し
た
上
、
駿
河
へ
無
禄
移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
静

岡
藩
で
は
、
彼
ら
を
勤
番
組
に
編
成
、
藩
内
各
所
に
割
り
付
け
、
最
低
限
の
扶
持
米

を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
表
1
2
は
、
静
岡
藩
の
勤
番
組
と
幕
府
時
代
の
無
役
と
の
身
分
対
応
表
で
あ
る
。
厳

密
に
は
区
分
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
、
三
〇
〇
〇
石
以
上
の
高
禄
の

無
役
旗
本
で
あ
る
寄
合
は
一
等
勤
番
組
、
小
普
請
支
配
の
旗
本
は
二
等
勤
番
組
、
小

普
請
組
の
御
家
人
や
そ
れ
以
下
の
者
、
お
よ
び
脱
走
・
帰
農
商
か
ら
の
帰
藩
者
が
三

等
勤
番
組
と
い
う
対
応
に
な
ろ
う
。
元
年
一
二
月
段
階
で
の
一
等
勤
番
組
頭
取
・
二

等
勤
番
組
頭
取
・
三
等
勤
番
組
頭
取
と
い
っ
た
等
級
別
の
役
職
者
は
翌
年
に
は
な
く

な
り
、
等
級
を
超
越
し
た
役
職
者
が
配
置
さ
れ
る
し
く
み
に
変
わ
っ
て
い
た
。
勤
番

組

は
、
同
じ
移
住
地
の
同
じ
頬
の
中
に
一
等
か
ら
三
等
ま
で
の
者
が
混
在
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
幕
府
時
代
に
は
身
分
差
の
基
準
と
さ
れ
た
、
三
〇
〇
〇
石

以
上
か
以
下

か
、
御
目
見
以
上
（
旗
本
）
か
以
下
（
御
家
人
）
か
、
な
ど
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

違

い

は
解
消
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
庚
午
新
居
分
限
帳
」
は
、
新
居

勤
番
組
の
あ
る
頬
に
属
し
た
二
二
四
名
の
名
簿
と
思
わ
れ
、
そ
の
内
訳
は
一
等
勤
番
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表12幕府・静岡藩の身分対応関係と扶持米・家禄

家　　　格 家　　　筋 幕府非役 静岡藩非役 幕府元高 明治元年12月 明治2年8月 明治5年5月

寄　　　　合 一等勤番組 3，000石以上 5人扶持 10人扶持 18石

1，000石以上 4人扶持 8人扶持 14石4斗

譜　　　代

旗　　　本

小普請支配 二等勤番組 500石以上 3人扶持 7人扶持 12石6斗

100俵以上 2人半扶持 6人扶持 10石8斗

小普請組 20俵以上 2人扶持 5人扶持 9石

抱席二半場 御　家　人

抱席一代抱

目付支配無役 三等勤番組 20俵以下 1人半扶持 4人扶持 7石2斗

帰　藩　者 3人扶持 5石4斗

組
三
名
、
二
等
勤
番
組
一
九
名
、
三
等
勤

番
組
二
〇
二
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
必
ず

し
も
一
等
・
二
等
の
者
が
世
話
役
頭
取
や

世
話
役
を
つ
と
め
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。
高
禄
の
旗
本
だ
っ
た
者
も
微
禄
の

御
家
人
だ
っ
た
者
も
同
じ
支
配
の
下
で
肩

を
並
べ
た
ば
か
り
か
、
三
等
が
役
付
に

な
っ
た
場
合
に
は
地
位
が
逆
転
し
た
ケ
ー

ス

さ
え
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
慶
応
四
年
八
月
、
陸
軍
学
校
（
沼
津
兵

学
校
）
・
陸
軍
生
育
方
の
役
職
一
覧
で
は
、

「上
士
之

部
」
と
し
て
陸
軍
教
授
方
頭
取

ら
、
「
御
目
見
以
上
之
部
」
と
し
て
陸
軍

二
等
教
授
方
ら
、
「
御
目
見
以
下
之
部
」
と

し
て
陸
軍
生
育
方
肝
煎
が
配
列
さ
れ
て
お

臓“

そ
の
三
区
分
に
よ
っ
て
陣
笠
の
印
も

　
　
　
　
（
9
5
）

色
分
け
さ
れ
た
。
ま
た
、
陸
軍
局
だ
け
で

な
く
全
藩
の
役
職
別
序
列
に
つ
い
て
は
、

明
治
二
年
六
月
時
点
で
の
一
覧
が
あ
る
が
、

そ
れ
も
家
老
以
下
の
上
級
職
と
御
目
見
以

上
、
御
目
見
以
下
と
に
三
区
分
さ
れ
て
い

（9
6
）
る
。
い
ず
れ
も
役
職
を
基
本
に
新
た
に
つ

く
ら
れ
た
序
列
で
あ
っ
た
。

　
元
年
一
二
月
の
勤
番
組
設
置
に
関
す
る

布
達

に
は
、
家
臣
の
子
弟
・
厄
介
や
農

民
・
商
人
が
役
職
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
は

御
免

に
な
れ
ば
元
の
身
分
に
も
ど
る
こ
と
、

そ
の
身
一
代
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
者
で
も
格
別
の
功
労
が
あ
れ
ば
譜
代
に
加
え
ら

れ

る
こ
と
、
御
抱
場
で
前
々
か
ら
番
代
で
勤
続
し
て
き
た
者
や
同
様
の
者
で
す
で
に

小
普
請
入
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
は
譜
代
と
す
る
、
と
い
っ
た
身
分
に
関
す
る
内
容

　
　
　
　
（
9
7
）

を
含
ん
で
い
た
。
譜
代
と
一
代
限
り
の
者
と
の
区
別
を
残
す
と
い
っ
た
側
面
も
あ
る

が
、
下
級
の
家
臣
に
つ
い
て
は
一
括
三
等
勤
番
組
に
含
み
込
む
と
い
う
形
で
、
幕
府

時
代
の
複
雑
な
家
臣
団
構
成
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
あ
る
。
江
戸
の
「
由
緒

御
用
達
町
人
」
と
同
様
の
立
場
な
が
ら
御
鉄
砲
師
と
し
て
勤
番
組
に
編
入
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

た
砥
市
十
郎
・
松
屋
鋪
次
・
渡
辺
平
吉
・
国
友
勇
次
郎
ら
が
士
籍
を
除
か
れ
た
こ
と
、

幕
府
の
富
士
山
御
林
守
を
つ
と
め
て
い
た
た
め
陸
軍
生
育
方
・
沼
津
勤
番
組
に
編
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

さ
れ
て
い
た
富
士
郡
の
豪
農
石
川
孫
四
郎
が
藩
籍
を
除
か
れ
た
こ
と
な
ど
、
立
藩
．

移
住
の
ド
サ
ク
サ
が
生
ん
だ
身
分
上
の
新
た
な
矛
盾
も
明
治
三
年
七
月
か
ら
一
〇
月

に
は
解
消
さ
れ
て
い
く
。

　
扶
持
米
制
に
よ
る
低
レ
ベ
ル
で
の
平
準
化
が
進
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
維
新

後
諸
藩
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
禄
制
改
革
を
実
施
し
て
士
族
層
を
均
質
化
し
、
浮
い
た
米

金
で
藩
内
官
僚
制
を
つ
く
っ
た
が
、
中
で
も
静
岡
藩
勤
番
組
制
度
は
そ
の
極
端
な
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
）

で
あ
っ
た
と
す
る
宮
地
正
人
氏
の
評
価
は
妥
当
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
静
岡
藩
士
の
階
層
性
に
は
ま
だ
不
明
な
点
も
少
な
く
な
い
。
明
治
三
年

（
一
八
七

〇
）
六
月
に
は
、
帰
籍
者
に
つ
い
て
は
調
査
の
上
、
「
上
士
」
、
「
其
身
一
代

上
士
」
、
「
中
士
」
、
「
其
身
一
代
中
士
」
に
分
け
、
藩
籍
に
入
れ
る
と
の
布
達
が
出
さ

　
　
　
（
1
0
1
）

れ
て

い

る
。
こ
の
上
士
、
中
士
と
い
う
区
分
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
同
年

閏
一
〇
月
に
は
、
従
前
の
「
席
以
上
」
を
士
族
、
「
席
以
下
」
を
卒
と
称
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
皿
）

が
達
せ

ら
れ
て
い
る
。
席
以
上
・
以
下
と
は
、
幕
府
時
代
の
区
分
（
家
督
・
隠
居
等

を
申
し
付
け
ら
れ
る
場
所
が
螂
燭
之
間
か
頭
・
支
配
の
役
宅
か
と
い
っ
た
違
い
）
が

そ
の
ま
ま
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
ま
た
、
三
等
勤
番
組
山
中
庄
治
・
坂

上
鉄
太
郎
の
日
記
に
は
、
三
年
四
月
藩
知
事
徳
川
家
達
が
沼
津
を
巡
察
し
た
際
、
勤

番
組
一
同
が
御
目
見
を
賜
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
御
見
以
上
・
以

下
の

区
別
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
な
る
と
先
述
の
慶
応
四
年
八
月
段
階
で
設
け
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ら
れ
た
御
目
見
以
上
・
以
下
の
区
別
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
い
ず
れ
も
史

料
が
不
足
し
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
と
は
い
え
、
静
岡
藩
は
、
役
職
を
基
本
に
し
て
藩
体
制
を
築
い
た
の
で
あ
り
、
幕

府
時
代
の
家
格
や
身
分
は
二
義
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
要
点
と
し
て
指
摘

で

き
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
役
職
と
そ
れ
に
対
応
す
る
役
金
（
俸
金
）
の
序
列
が
示

さ
れ
た
上
、
役
宅
坪
数
の
広
狭
、
人
足
賃
の
多
寡
、
正
月
御
礼
の
儀
式
で
の
順
序
な

ど
が
、
い
ず
れ
も
役
職
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
、
勤
番
組
は
最
下
位
に
位
置
づ

　
　
　
（
⑲

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
頭
・
世
話
役
頭
取
な
ど
の
役
付

の

者
は
別
に
し
て
、
平
の
勤
番
組
所
属
者
は
扶
持
米
だ
け
を
支
給
さ
れ
る
対
象
で
あ

り
、
有
職
者
す
な
わ
ち
藩
官
僚
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
は
外
れ
た
存
在
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
静
岡
学
問
所
や
沼
津
兵
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
で
、
能
力
あ
る
者
は
将

来
藩
の
文
官
・
武
官
に
な
る
ル
ー
ト
は
開
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
子
々
孫
々
ま

で
無
役
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
運
命
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
勤
番
組
は
将
来
の
人
材
供
給
源
た
り
う
る
可
能
性
も
秘
め
て

い

た
わ
け
で
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
藩
士
で
あ
っ
た
。
静
岡
藩
が
存
在
し
た
三
年
半
に
お

い
て

は
、
有
能
な
個
と
し
て
の
官
僚
・
丘
ハ
士
で
は
な
く
、
お
荷
物
な
被
扶
養
者
集
団

で

し
か
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
事
実
だ
が
、
か
細
い
可
能
性
の
下
で
身

分
的
特
権
は
廃
藩
ま
で
は
ギ
リ
ギ
リ
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
平
野
家
文
書
B
－
3
「
（
調
練
掛
辞
令
）
」
。
平
野
家
文
書
は
平
野
緩
氏
所
蔵
。
整
理
番
号
は

　

筆
者
が
整
理
・
分
類
し
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
平
野
家
文
書
B
－
4
「
（
軍
艦
操
練
稽
古
罷
出
候
様
申
渡
書
）
」
。

（
3
）
　
「
起
請
文
之
事
」
（
江
川
文
庫
所
蔵
）
。
な
お
、
平
野
勝
禮
（
雄
三
郎
）
は
、
江
川
坦
庵
の
次

　

女
睦
と
結
婚
し
て
い
る
。
睦
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
一
日
三
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

（
4
）
　
勝
部
真
長
他
編
『
勝
海
舟
全
集
1
3
　
海
軍
歴
史
n
』
（
一
九
七
四
年
、
勤
草
書
房
）
、
四
六

　
　
頁
。

（
5
）
　
渡
辺
］
郎
編
『
徳
川
幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
　
四
』
二
九
六
七
年
、
柏
書
房
）
、
四
六

　
　
四
～
四
六
五
頁
。

（
6
）
　
平
野
家
文
書
B
－
7
「
亥
四
月
朔
日
奉
行
衆
御
渡
」
。

（
7
）
　
平
野
家
文
書
B
－
4
5
「
御
軍
艦
奉
行
市
支
配
組
之
者
御
用
稽
古
心
得
方
」
。

（
8
）
　
平
野
家
文
書
B
　
1
「
（
小
普
請
組
・
軍
艦
奉
行
支
配
願
伺
届
∀
」
。

（
9
）
　
平
野
家
文
書
B
1
6
「
（
支
配
之
者
年
始
御
礼
に
つ
き
願
他
伺
等
書
留
）
」
。

（
1
0
）
　
松
平
太
郎
『
校
訂
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
（
一
九
六
四
年
、
柏
書
房
）
、
七
四
三
～
七
五

　
　
六
頁
。

（
1
1
）
　
宮
崎
ふ
み
子
「
幕
府
の
三
兵
士
官
学
校
設
立
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
（
『
年
報
・
近
代
日
本
研

　
　
究
　
三
　
幕
末
・
維
新
の
日
本
』
、
一
九
八
一
年
、
山
川
出
版
社
）
、
二
二
七
頁
。

（
1
2
）
　
平
野
家
文
書
E
1
6
「
日
記
」
。

（
1
3
）
　
平
野
家
文
書
E
1
6
「
日
記
」
。

（
1
4
）
　
平
野
家
文
書
B
－
1
9
「
支
配
組
役
々
定
員
之
儀
相
伺
候
書
付
」
。

（
1
5
）
　
平
野
家
文
書
B
1
3
1
「
（
陸
軍
方
同
勤
未
定
に
つ
き
支
配
向
多
人
数
困
惑
の
件
願
書
）
」
。

（
1
6
）
　
平
野
家
文
書
B
－
4
3
「
（
海
陸
軍
奉
行
並
支
配
関
係
達
）
」
。

（
1
7
）
　
平
野
家
文
書
B
－
6
5
「
御
支
配
御
組
諸
術
修
行
致
候
大
凡
之
規
則
」
。
前
掲
『
勝
海
舟
全
集

　
　
1
3
　
海
軍
歴
史
n
』
（
四
六
～
四
七
頁
）
に
も
、
同
様
の
規
則
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
　
慶
応
三
年
一
二
月
二
四
日
「
先
祖
書
（
他
）
」
（
水
野
忠
璋
氏
所
蔵
）
。

（
1
9
）
　
平
野
家
文
書
E
－
6
「
日
記
」
。

（
2
0
）
　
『
大
日
本
近
世
史
料
　
柳
営
補
任
　
こ
（
一
九
六
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
、
＝
三
一
頁
。

（
2
1
）
　
平
野
家
文
書
B
－
2
9
「
（
留
守
居
支
配
関
係
日
記
・
達
）
」
。

（
2
2
）
　
平
野
家
文
書
B
－
6
6
「
当
支
配
組
被
　
仰
付
候
者
江
伝
達
之
覚
」
。

（
2
3
）
　
前
掲
『
柳
営
補
任
　
一
』
、
二
一
二
二
頁
。

（
2
4
）
　
平
野
家
文
書
B
－
2
7
「
（
御
留
守
居
・
小
普
請
懸
御
用
人
支
配
関
係
布
達
）
」
。

（
2
5
）
　
倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
　
二
』
（
一
九
八
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
、
三
五
二
頁
。

（
2
6
）
　
平
野
家
文
書
B
－
2
7
「
（
御
留
守
居
・
小
普
請
懸
御
用
人
支
配
関
係
布
達
）
」
。

（
2
7
）
　
平
野
家
文
書
B
－
2
7
「
（
御
留
守
居
・
小
普
請
懸
御
用
人
支
配
関
係
布
達
）
」
。

（
2
8
）
　
な
お
、
明
治
元
年
一
二
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
木
版
の
「
駿
府
御
役
人
附
」
（
『
沼
津
市
明

　
　
治
史
料
館
通
信
』
第
5
7
号
、
一
九
九
九
年
）
で
は
、
御
用
人
は
朝
倉
勘
四
郎
・
小
笠
原
十
右

　
　
衛

門
・
牧
野
田
三
・
堀
小
四
郎
・
佐
久
間
錨
五
郎
・
高
橋
伊
勢
・
宮
重
丹
下
・
井
上
八
郎
、

　
　
御
用
人
並
は
佐
藤
平
三
郎
・
田
付
駒
次
郎
・
伊
佐
新
次
郎
・
平
岩
吉
左
衛
門
・
福
田
作
太
郎

　
　
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
9
）
　
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
二
二
九
八
九
年
、
静
岡
県
）
、
六
一
～
六
六
頁
。

（
3
0
）
　
「
海
舟
日
記
」
慶
応
四
年
八
月
五
日
条
（
『
勝
海
舟
全
集
1
9
　
海
舟
日
記
n
』
、
一
九
七
三
年
、

　
　
九
七
頁
）
。

（
3
1
）
　
平
野
家
文
書
B
－
2
7
「
（
御
留
守
居
・
小
普
請
懸
御
用
人
支
配
関
係
布
達
∀
」
。

（
3
2
）
　
『
沼
津
市
史
　
史
料
編
　
近
代
1
』
（
一
九
九
七
年
、
沼
津
市
）
、
一
六
頁
。
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（
3
3
）
　
「
明
治
元
辰
年
七
月
ヨ
リ
諸
願
諸
届
」
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
、
砺
・
A
3
・
1
1
　
府
明

　
　

n
明
l
1
3
）
所
収
の
「
静
岡
藩
家
来
共
外
国
雇
船
江
為
乗
組
駿
河
表
江
差
遣
し
度
旨
届
」
。

（
3
4
）
　
平
野
家
文
書
E
－
7
「
日
記
」
。

（
3
5
）
　
平
野
家
文
書
D
　
7
「
（
駿
河
移
住
・
勤
番
組
関
係
達
）
」
。

（
3
6
）
　
平
野
家
文
書
D
　
7
「
（
駿
河
移
住
・
勤
番
組
関
係
達
）
」
。

（
3
7
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
二
、
六
九
頁
。

（
3
8
）
　
平
野
家
文
書
D
－
7
「
（
駿
河
移
住
・
勤
番
組
関
係
達
）
」
。

（
3
9
）
　
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
5
　
近
現
代
一
』
（
一
九
九
六
年
、
静
岡
県
）
、
二
四
頁
。

（
4
0
）
　
平
野
家
文
書
D
1
7
「
（
駿
河
移
住
・
勤
番
組
関
係
達
）
」
。

（
4
1
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
5
　
近
現
代
一
』
、
二
三
頁
、
表
1
－
2
。

（
4
2
）
　
平
野
家
文
書
D
－
7
「
（
駿
河
移
住
・
勤
番
組
関
係
達
）
」
。

（
4
3
）
　
吉
田
常
吉
校
訂
『
幕
末
下
級
武
士
の
記
録
』
（
一
九
八
五
年
、
時
事
通
信
社
）
、
一
三
頁
。

　
　
四

八
頁
に
は
、
「
二
月
七
日
交
番
組
と
御
唱
替
相
成
」
と
あ
る
。

（
4
4
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
5
　
近
現
代
一
』
、
三
六
頁
。

（
4
5
）
　
小
山
枯
柴
『
維
新
前
後
の
静
岡
』
二
九
四
一
年
、
一
九
五
〇
年
復
刻
、
安
川
書
店
）
、
一

　
　
三
～
一
⊥
ハ
頁
。

（
4
6
）
平
野
家
文
書
D
　
7
に
は
、
二
年
二
月
三
日
更
番
組
頭
取
石
場
斎
宮
以
下
、
更
番
組
二
二

　
　
名
、
更
番
組
並
二
八
名
が
、
書
院
組
・
広
間
組
と
交
代
で
東
京
へ
派
遣
さ
れ
る
べ
き
旨
が
記

　
　
さ
れ
て
い
る
が
、
列
記
さ
れ
た
名
前
の
多
く
は
元
小
普
請
支
配
組
に
属
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
残
さ
れ
た
更
番
組
名
簿
（
掛
川
市
山
崎
家
文
書
、
前
田
匡
一
郎
氏
の
教
示
に
よ
る
）

　
　
か
ら
も
、
小
普
請
支
配
組
と
の
つ
な
が
り
は
見
出
せ
る
も
の
の
大
番
組
と
の
そ
れ
は
見
出
せ

　
　
な
い
。

（
4
7
）
　
『
静
岡
市
史
　
近
代
史
料
』
（
一
九
六
九
年
、
静
岡
市
）
、
↓
九
一
～
三
〇
七
頁
。

（
4
8
）
　
『
久
能
山
叢
書
　
第
五
編
』
（
一
九
八
一
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
）
、
一
五
二
頁
。

（
4
9
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
六
八
～
六
九
頁
。

（
5
0
）
　
相
良
町
郷
土
史
料
館
所
蔵
「
遠
江
国
相
良
勤
番
組
士
族
名
簿
」
。

（
5
1
）
　
平
野
家
文
書
D
－
7
「
（
駿
河
移
住
・
勤
番
組
関
係
達
）
」
。

（
5
2
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
一
五
六
頁
。

（
5
3
）
　
横
山
百
合
子
「
明
治
初
年
の
士
族
触
頭
制
と
戸
籍
法
」
（
『
論
集
き
ん
せ
い
』
第
二
四
号
、

　
　
二
〇
〇
二
年
、
近
世
史
研
究
会
）
。

（
5
4
）
　
頬
が
「
方
面
」
を
意
味
す
る
と
説
く
も
の
も
あ
る
が
（
『
沼
津
市
誌
　
中
巻
』
、
一
九
六
一

　

年
、
沼
津
市
、
六
六
六
頁
）
、
本
来
的
に
は
地
理
的
な
位
置
・
範
囲
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と

　
　
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
5
5
）
　
『
山
中
庄
治
日
記
』
（
沼
津
市
立
駿
河
図
書
館
、
一
九
七
四
年
）
、
三
五
頁
。

（
5
6
）
　
陸
軍
生
育
方
四
番
頬
取
締
の
横
山
半
造
（
半
左
衛
門
）
は
、
明
治
元
年
一
〇
月
二
二
日
陸

　
　
軍
二
等
教
授
方
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が
（
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
一
九
五

　
　
頁
）
、
実
際
に
沼
津
兵
学
校
に
在
職
し
た
形
跡
は
な
い
。

（
5
7
）
　
「
静
岡
藩
御
達
留
　
一
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
。

（
5
8
）
　
拙
稿
「
史
料
紹
介
　
山
木
鈴
木
家
文
書
中
の
静
岡
藩
御
用
留
－
沼
津
兵
学
校
関
係
史
料
を

　
　
中
心
に
ー
」
（
『
韮
山
町
史
の
栞
』
第
一
四
号
、
一
九
九
〇
年
、
韮
山
町
）
、
九
頁
。

（
5
9
）
　
前
掲
『
山
中
庄
治
日
記
』
、
四
七
頁
。

（6
0
）
　
前
掲
「
静
岡
藩
御
達
留
　
　
一
」
。

（
6
1
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
通
史
編
5
　
近
現
代
こ
、
三
一
頁
。

（
6
2
）
　
平
野
家
文
書
D
－
1
1
「
（
静
岡
藩
勤
番
組
関
係
日
記
・
布
達
）
」
。

（
6
3
）
　
石
橋
絢
彦
「
万
野
原
移
住
者
」
（
『
同
方
会
誌
』
五
十
八
、
一
九
三
三
年
、
復
刻
合
本
第
九

　
　
巻
、
一
九
七
八
年
、
立
体
社
）
。

（
6
4
）
　
前
掲
『
山
中
庄
治
日
記
』
、
三
四
頁
。

（
6
5
）
　
平
野
家
文
書
E
－
1
0
「
日
記
」
。

（
6
6
）
　
坂
上
鉄
太
郎
「
役
用
日
誌
」
（
坂
上
正
樹
氏
所
蔵
）
。

（
6
7
）
　
廃
藩
後
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
、
雄
三
郎
は
同
役
宅
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
い

　
　
る
（
平
野
家
文
書
D
－
1
1
）
。

（
6
8
）
　
平
野
家
文
書
D
－
1
1
「
（
静
岡
藩
勤
番
組
関
係
日
記
・
布
達
）
」
。

（
6
9
）
　
平
野
家
文
書
D
－
1
4
「
（
勤
番
組
十
八
番
頬
関
係
願
届
）
」
。

（
7
0
）
　
平
野
家
文
書
D
－
1
7
「
覚
」
。

（
7
1
）
　
「
明
治
三
午
年
従
正
月
至
十
二
月
　
廻
状
留
」
（
江
川
文
庫
所
蔵
）
。

（
7
2
）
　
平
野
家
文
書
D
－
1
6
「
覚
」
。

（
7
3
）
　
前
掲
「
静
岡
藩
御
達
留
　
一
」
。

（
7
4
）
　
前
掲
「
明
治
三
午
年
従
正
月
至
十
二
月
　
廻
状
留
」
。

（
7
5
）
　
沼
津
兵
学
校
の
修
行
兵
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
旧
幕
府
陸
軍
の
解
体
と
静
岡
藩
沼
津
兵
学

　
　
校
の
成
立
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
二
一
集
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
7
6
）
　
「
静
岡
藩
御
達
留
　
二
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
。

（
7
7
）
　
前
掲
「
明
治
三
午
年
従
正
月
至
十
二
月
　
廻
状
留
」
。

（
7
8
）
　
『
浜
松
市
史
　
三
』
（
一
九
八
〇
年
、
浜
松
市
役
所
）
、
↓
四
一
頁
。

（
7
9
）
　
前
掲
坂
上
鉄
太
郎
「
役
用
日
誌
」
。
「
産
業
所
規
則
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
山
中
庄
治
日

　
　
記
』
（
九
一
頁
）
に
あ
る
。

（
8
0
）
　
前
掲
『
山
中
庄
治
日
記
』
、
一
〇
一
頁
。

（
8
1
）
　
前
掲
『
山
中
庄
治
日
記
』
、
一
〇
四
頁
。

（
8
2
）
　
前
掲
『
山
中
庄
治
日
記
』
、
↓
一
二
頁
。

（
8
3
）
　
平
野
家
文
書
A
ー
加
。

（
8
4
）
　
拙
稿
「
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直
方
の
日
記
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
2
3
、
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一
九
九
九
年
、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
沼
津
市
明
治
史
料
館
）
、
二
八
頁
。

（
8
5
）
　
藤
枝
市
史
編
纂
委
員
会
『
藤
枝
市
史
　
下
巻
』
（
一
九
七
一
年
、
藤
枝
市
）
、
一
三
一
頁
。

（
8
6
）
清
水
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
清
水
市
史
』
第
二
巻
（
一
九
八
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）
、
二
五

　
　
頁
。

（
8
7
）
　
『
静
岡
市
史
　
近
代
史
料
』
（
一
九
六
九
年
、
静
岡
市
）
、
三
五
四
～
三
七
二
頁
。

（
8
8
）
　
前
掲
『
浜
松
市
史
　
三
』
（
二
二
頁
）
、
前
田
匡
一
郎
『
駿
遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
（
一

　
　
九
九
一
年
、
私
家
版
）
。

（
8
9
）
　
新
居
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
新
居
町
史
』
第
九
巻
（
一
九
八
四
年
、
新
居
町
）
、
四
〇
頁
、

　
　
湖
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
湖
西
市
史
　
資
料
編
四
』
（
一
九
八
三
年
、
湖
西
市
）
、
一
二
六

　
　
頁
。

（
9
0
）
　
以
上
、
沼
津
市
域
に
お
け
る
士
族
戸
長
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
近
代
成
立
期
の
地
域
編
成

　
　
と
名
望
家
ー
沼
津
市
域
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
1
8
、
一
九
九
四
年
、

　
　
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
沼
津
市
明
治
史
料
館
）
。

（
9
1
）
　
前
掲
「
役
用
日
誌
」
。

（
9
2
）
　
小
出
秀
実
は
、
小
普
請
改
革
提
案
と
同
じ
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
拝
謁
以
上
は
小
姓

　
　
組
・
書
院
番
を
一
等
、
大
番
・
新
番
を
二
等
、
小
十
人
組
を
三
等
、
拝
謁
以
下
は
与
力
を
一

　
　
等
、
徒
を
二
等
、
同
心
を
三
等
と
す
る
な
ど
、
「
門
閥
等
級
」
に
配
慮
し
た
軍
制
改
革
案
を
提

　
　
案
し
て
お
り
（
日
本
史
籍
協
会
編
『
淀
稲
葉
家
文
書
』
、
一
九
七
五
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、

　
　
四
七
八
～
四
八
三
頁
）
、
能
力
主
義
を
最
優
先
し
た
急
激
な
変
革
は
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ

　
　
と
が
わ
か
る
。

（
9
3
）
　
前
掲
『
湖
西
市
史
　
資
料
編
四
』
、
一
三
二
五
～
二
四
〇
頁
。

（
9
4
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
一
八
九
頁
。

（
9
5
）
　
前
掲
『
山
中
庄
治
日
記
』
、
一
五
～
一
六
頁
。

（
9
6
）
　
前
掲
「
維
新
前
後
の
静
岡
』
、
三
一
～
一
七
頁
。

（
9
7
）
　
前
掲
『
静
岡
県
史
　
資
料
編
1
6
　
近
現
代
一
』
、
一
四
九
頁
。

（
9
8
）
　
前
掲
『
久
能
山
叢
書
　
第
五
編
』
、
三
八
三
頁
、
四
五
一
頁
。

（
9
9
）
　
山
口
稔
『
富
士
石
川
氏
史
』
（
一
九
七
八
年
、
石
川
龍
胆
会
）
、
一
六
六
頁
。

（
伽
）
　
宮
地
正
人
『
幕
末
維
新
期
の
文
化
と
情
報
』
（
一
九
九
四
年
、
名
著
刊
行
会
）
、
二
三
六
頁
。

（
皿
）
　
前
掲
『
久
能
山
叢
書
　
第
五
編
』
、
三
七
三
頁
。

（
2
0
1
）
　
前
掲
『
久
能
山
叢
書
　
第
五
編
』
、
四
二
七
頁
。

（
鵬
）
　
前
掲
『
久
能
山
叢
書
　
第
五
編
』
、
三
二
四
頁
、
三
二
七
～
三
二
九
頁
、
三
四
四
～
三
四
五

　
　
頁
、
三
五
三
～
三
五
四
頁
、
三
六
一
～
三
六
三
頁
、
四
四
六
～
四
四
八
頁
、
四
五
四
～
四
五

　
　
五
頁
、
四
六
六
頁
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
平
野
家
文
書
の
所
蔵
者
で
あ
る
平
野
緩
氏
か
ら
は
多
大
な
ご
協
力
を

い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（二
〇
〇
五
年
三
月
三
一
日
受
理
、

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

二
〇

〇
五
年
七
月
一
五
日
審
査
終
了
）
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The　Military　Reorgan泣adon　of　tlle“Kobusllin”and　the　Fomlation　of也e

Sh勉110ka　Domain’s“Kinbangumi”

HIGucHI　Takehiko

　　The　military　refomls　advanced　by　the　Bakufu　with　the　aim　of　modemiza60n　were　frustrated　by

the　Meiji　Restora60n，　though　some　pa就s　of也ese　re㊤㎜s　were　taken　on　by　the　reorganized　Shi－

zuoka　domain．　That　the　challenge　of　establishing　a　school　for　the　education　of　of丘cers　was　met　by

the　Shizuoka　domain　through　the　Numazu　Militaly　Academy　is　indeed　testament　to　the　continu－

a廿on　of　the　BakWs　mili㎞y　refo㎜s．　The　bir也of　a　new　dom垣n　accompanied　by　larg←scale　reor－

ganization　of　not　only　the　military　system　but　also　groups　of　retainers　themselves　was　necessitated

by　a　major　contradiction　that　the　Bakufu　was　not　able　to　see　through　to　completion，　which　was　the

organization　of　the“yoriai”or“kobushin”that　were　made　up　of　unemployed　retainers．　The　initial

plan　of　the　Shizuoka　domain　was　to　reduce　the　number　of　retainers　to　5，000　and　to　indigenize　the

soldiers　and　make　them　se任suppor6ng．　However，　it　was　not　possible　to　in仕oduce　refo㎜s血at

carefully　selected　the　required　personnel　and　retained　them　as　retainers，　which　was　convenient　fbr

just　the　Shizuoka　domain．　In　fact，　there　were　many　candidates　for　relocation　who　were　prepared　not

to　receive　a　stipend，　which　made　it　impossible　to　keep　the　number　of　retainers　in　check．　All　those

who　were　relocated　were　supplied　with　the　minimum　rice　stipend，　and　this　gave　rise　to　the　organi－

zation　of　a　new　group　fbr　the　unemployed　that　went　by　the　name　of“kinbangumi．”

The　kinb孤lgumi　of也e　Shizuoka　doman　can　be　regarded　as　W加ally也e　s㎜e　as血e　yo面孤d

kobushin　of也e　Bakufu　peHod．　However，　by　the　6nal　s垣ges　of　the　Baku血mul6ple　re㊤㎜s　had

been　made　to　the　yoriai　and　kobushin　system，　which　gave　rise　to　changes．　This　paper　relies　largely

on　historical　documents　left　behind　by　an　individual　retainer．　His　employment　record　fbllows　a

course　from　belonging　to　a　kobushin　group　to　a　naval　vessel　group　to　a　naval　group　to　a　guard

group　to　a　group　of　daily　attendants．　Of　course，　the　subsequent　course　taken　by　those　in　a　dif㊤rent

kobushin　group　went　from　a　soldier　training　group　to　the　Army．　The　ldnbangumi　of　the　Shizuoka

domain　was　fomled　in　the　course　of　such　processes．

　　The　reorganization　of　the　kobushin　that　took　place　from　the　establishment　of　military　and　naval

forces　in　the　Bunkyu　period（1861－1864）through　to　the　time　immediately　before　the　dismanding　of

the　Bakufu　was　advanced　as　one　part　of　the　expansion　of　a㎜aments．　The　aim　was　to　re－educate

and　retrain　those　who　were　not　in　service　and　retain　from　their　number　those　who　would　be　use一
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血lat　6me　of　war．　During　the　period　between　their　defeat　in　the　Toba－Fushimi　War　and　their　relo－

cation　to　Suruga，　instead　of　fu伍lling　a　military　objective　this　reorganization　was　more　a　measure　un－

derねken　to　renew　the　Tokugawa　family．　Not　only　did　the　kinbangumi　became皿eno㎜ous　recep

tacle　for　receiving　a　huge　number　of　people　whose　positions　had　been　abolished，　as　well　as　those

丘om　the　previous　kobushin，　conversely，　the　organization　also　undertook　the　work　of　shedding

those　who　became　retainers　at　the　imperial　court　and　those　who　wanted　to　retum　to　famUng　or

commerce．

　　The　kinbangumi　of　the　Shizuoka　domain　that　c㎜e　into　being　l）y　way　of　this　genealogy　in　no　way

followed　the　system　of　the　fo㎜er　yo面and　kobushin．　Three　classes　were　established　wi也in　the

ldnbangumi：a6rst　class五）r　fomler五efs　yielding　more　than　3，000　koku　of　rice，　a　second　class　fOr

those　of“omemie”status　or　higher，　and　a　third　class　for　all　those　below．　Although　the　rice　stipends

allocated　corresponded　to㊤mer　6efs　and　so　were　set　at　propordons　of　valying　sizes，　reducing　the

amount　received　by　those　of　higher　statuLs　by　a　substantial　amount　and　those　of　lower　statu［s　by　a

lesser㎜ount　ef｛bc6vely　equalized　them　overall　at　a　low　level．　The　domain’s　bureaucratic　system

was　based　on　a　ranking　system　based　on　occupation　and　remunera60n　corresponding　to　those　oc－

cupations，　whereby　the　status　and　rankings　from　the　Bakufu　period　had　virtually　disappeared．

　　The　groups　of　ouむo主service　retainers　that　were　a　liability　were　kept　intact　in　the　Shizuoka　do－

main，　and　there　was　most　probably　much　more　fluidity　between　the　two　statuses　of　the　employed

and　the　unemployed　than　there　had　been　at　the　time　of　the　Bakufu．　This　is　because　providing　that

one　had　the　ability，　there　was　a　guarantee　of　going　on　to　literary　or　military　academies（the　Shi－

zuoka　Academy　or　the　Numazu　Militaly　Academy）which　opened　up　the　possibility　of　finding　a　po－

sition．　In　pHnciple，　the　kinbangumi　was　no　longer　treated　as　a　banier　that　could　not　be　sur－

mounted．　However，　this　could　not　be　substantiated　during　the　short　time　that　the　Shizuoka　domain

survived．
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